
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Bull. Shikoku Univ. A50：117－140，2018
報
告武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
一
七
い
。
百
年
展
と
の
重
複
を
厭
わ
ず
、
今
回
も
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
①
『
阿
部
有
清
先
生
伝
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
』（
林
鶴
一
編
非
売
品
仙
台
一
九
三
二
）〔
以
下
『
伝
』
と
略
記
す
る
〕
こ
の
本
は
、
次
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
（
以
下
の
Ⅰ
、
⑴
等
は
、
構
成
を
明
瞭
化
す
る
た
め
に
私
に
附
す
）。
Ⅰ：
阿
部
有
清
先
生
伝
Ⅱ：
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
Ⅲ：
附
録：
徳
島
藩
ノ
数
学
者
ニ
就
テ
（
林
鶴
一
。
横
書
き
）
こ
の
う
ち
、
Ⅰ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
⑴：
阿
部
有
清
先
生
伝
⑵：
阿
部
先
生
碑
記
⑶：
履
歴
書
（
徳
島
中
学
校
保
管
）
⑷：
阿
部
先
生
蔵
書
⑸：
安
政
三
年
阿
部
先
生
ヨ
リ
小
出
両
先
生
ヘ
送
レ
ル
書
状
（
小
出
植
男
君
著
小
出
長
十
郎
先
生
伝
ヨ
リ
抜
記
）
⑴
の
評
伝
的
部
分
は
、
か
つ
て
石
田
園
坡
（〔
Ⅱ
・
3
〕
参
照
）
が
『
徳
島
日
日
新
報
』
紙
上
に
「
阿
波
近
古
史
談
」
と
題
し
て
連
載
を
続
け
て
い
た
記
事
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
大
正
十
年
ご
ろ
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。
⑵
の
碑
記
は
、
次
の
四
人
の
手
に
な
っ
て
い
る
。
碑
文
は
漢
文
だ
が
、
そ
の
原
文
お
よ
び
書
き
下
し
文
は
、
参
考
文
献
⑤
に
注
解
を
施
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ⅰ：
題
額＝
蜂
須
賀
茂
韶
（
も
ち
あ
き：
一
八
四
六
〜
一
九
一
八
）。
徳
島
藩
最
後
の
藩
主
で
あ
り
、
若
い
世
代
の
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
徳
島
城
・
西
の
丸
に
あ
っ
た
長
久
館
に
は
、「
修
身
」
と
書
し
た
こ
の
人
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
（
参
考
文
献
⑥
、
一
三
九
頁
）。
ⅱ：
撰
文＝
森
又
七
郎
（
一
八
四
九
〜
？
）。
碑
文
末
尾
に
「
海
軍
少
将
正
五
位
勲
四
等
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
碑
文
文
章
の
終
わ
り
近
く
に
は
《
余
先
人
与
先
生
有
旧
余
亦
受
教
門
下
》
と
あ
っ
て
、
先
代
以
来
の
付
き
合
い
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
掲
の
参
考
文
献
⑦
（
二
五
三
〜
四
頁
）
に
略
伝
が
見
え
る
。
ⅲ：
書＝
新
居
敦
（
敦
二
郎：
一
八
四
九
〜
一
九
一
七
）。
長
久
館
学
頭
で
あ
っ
た
新
居
水
竹
の
次
男
で
あ
り
、
徳
中
の
校
長
も
勤
め
た
人
で
あ
る
（〔
Ⅱ
・
2
〕
参
照
）。
ⅳ：
鐫
字＝
土
井
芳
季
（
未
詳
）。
⑶
の
「
履
歴
書
」
は
、
住
所
欄
冒
頭
に
「
徳
島
県
名
東
郡
徳
島
佐
古
村
三
百
六
番
屋
敷
（
改
行
）
士
族
松
井
精
義
方
同
居
」
と
の
記
載
が
あ
り
（
住
所
は
さ
ら
に
「
当
時
」
が
船
場
町
、「
現
在
」
が
徳
島
町
と
な
る
）、
林
鶴
一
は
頭
注
を
附
し
て
《
松
井
精
義
先
生
モ
亦
徳
島
中
学
校
ニ
勤
務
セ
ラ
レ
余
ノ
師
タ
リ
》
と
記
し
て
い
る
。
⑷
の
蔵
書
に
つ
い
て
、『
伝
』
に
は
《
先
生
ノ
令
孫
虎
雄
氏
ハ
現
ニ
徳
島
市
富
田
浦
町
東
富
田
中
園
朴
ノ
塚
ニ
在
リ
、
先
生
ノ
蔵
書
ノ
現
存
セ
ル
モ
ノ
ヲ
纏
メ
、
徳
島
公
園
内
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
ニ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
リ
》（
七
頁
）
と
さ
れ
る
。
光
慶
図
書
館
（
城
山
の
麓
に
あ
っ
た
）
は
戦
災
と
戦
後
の
失
火
と
で
、
殆
ど
総
て
の
蔵
書
が
焼
失
し
た
た
め
実
物
は
残
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
教
養
目
録
を
知
る
上
で
大
切
な
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
（〔
Ⅰ
・
3
〕
参
照
）。
⑸
の
書
状
は
、
安
政
三
年
、
九
州
各
地
を
巡
歴
中
の
彼
が
、
肥
後
熊
本
の
池
辺
啓
太
氏
の
も
と
に
逗
留
し
な
が
ら
、
小
出
兼
政
（
修
喜
・
長
十
郎
）
・
由
岐
左
衛
門
父
子
（〔
Ⅲ
・
1
〜
2
〕
参
照
）
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
り
、
天
文
書
翻
訳
の
進
捗
状
況
、
池
辺
家
に
お
け
る
最
新
の
機
器
や
科
学
書
の
所
持
状
況
、
蘭
書
入
手
の
困
難
や
山
師
の
よ
う
な
蘭
学
者
の
は
び
こ
る
あ
り
さ
ま
、
等
々
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
右
の
『
伝
』
の
う
ち
、
石
田
園
坡
の
「
阿
部
有
清
先
生
伝
」
は
、
次
の
書
物
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
展
示
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
②
市
原
理
之
（
編
）『
阿
波
人
物
鑑
』（
一
九
二
八
・
御
大
典
記
念
。
徳
島
日
々
新
報
社
）〔
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
〕
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
一
八
編
者
の
市
原
理
之
（
狸
之
と
も
。
一
八
七
五
〜
一
九
四
四
）
は
、
高
知
県
に
生
ま
れ
、
徳
島
で
新
聞
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
右
の
本
を
出
し
た
と
き
は
『
徳
島
日
日
新
報
』
の
記
者
で
あ
り
、
石
田
園
坡
と
は
社
友
で
あ
っ
た
。
後
掲
の
『
阿
波
近
古
史
談
』（〔
Ⅱ
・
3
〕
参
照
）
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
石
田
愛
子
氏
は
《
市
原
理
之
氏
の
御
好
意
に
よ
り
昭
和
三
年
「
阿
波
人
物
鑑
」
の
巻
末
に
「
阿
波
近
古
史
談
」
の
一
部
が
掲
載
せ
ら
れ
ま
し
た
》
と
述
べ
て
い
る
。
〔
備
考
〕
市
原
理
之
に
つ
い
て
は
、
子
息
・
市
原
通
敏
〔
大
正
六
年
・
徳
中
卒
。
金
属
学
者
〕
の
関
連
記
事
と
し
て
、
次
の
文
献
に
記
述
が
見
え
る
。
○
横
山
春
陽
『
お
も
し
ろ
い
阿
波
人
物
伝
』（
一
九
五
三
徳
島
新
聞
出
版
部
）
2：
初
等
算
数
教
科
書
阿
部
有
清
の
著
作
と
し
て
、
碑
記
に
は
次
の
三
つ
が
挙
が
っ
て
い
る
。
1：
太
陽
十
分
表
2：
五
星
暦
矩
線
表
3：
円
理
趕
趁
ま
た
、
林
鶴
一
氏
は
次
の
七
つ
を
掲
げ
る
。
1：
暦
象
後
考
成
改
壬
寅
暦
法
推
日
躔
法
2：
安
政
五
年
戌
午
暦
3：
推
諸
国
太
陽
視
高
度
法
4：
必
氏
著
術
訳
書
増
大
緯
度
起
源
5：
無
題
（
振
子
の
運
動
に
関
す
る
も
の
）
6：
灣
弧
解
7：
新
編
招
差
法
（
附
伸
緯
度
及
水
浮
之
算
）
阿
部
有
清
の
著
書
は
《
ス
ベ
テ
稿
本
ノ
儘
》（
林
鶴
一
、
前
掲
①
の
『
伝
』
左
・
一
五
頁
。『
集
録
・
下
』
三
三
四
頁
）
と
言
わ
れ
る
が
、
彼
が
監
修
に
あ
た
っ
た
教
科
書
類
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
種
の
も
の
と
し
て
次
の
二
冊
を
展
示
す
る
（
こ
れ
も
「
百
年
展
」
と
重
な
る
が
諒
と
さ
れ
た
い
）。
③
『
小
学
拾
級
算
法
（
巻
之
四
）（
巻
之
六
）』（
明
治
十
一
年
刊
徳
島
）
い
ず
れ
も
、
阿
部
有
清
閲
／
岸
升
一
郎
輯
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
阿
部
有
清
は
師
範
学
校
予
科
の
先
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
岸
升
一
郎
は
徳
島
中
学
の
教
員
で
あ
っ
た（
文
献
④
の
同
窓
会
名
簿
に
よ
る
と
、
明
治
十
一
年
十
二
月
か
ら
十
五
年
二
月
ま
で
。〔
Ⅱ
・
2
〕
の
〔
備
考
〕
を
も
参
照
）。
巻
之
一
に
は
、
岡
本
斯
文
・
橋
本
晩
翠
の
両
氏
が
漢
文
の
序
文
を
寄
せ
て
い
る
（
国
会
図
書
館
・
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
）。
そ
の
岡
本
氏
の
序
文
に
は
《
岸
君
其
高
足
弟
子
》
と
あ
っ
て
、
阿
部
の
薫
陶
を
受
け
た
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
サ
イ
ニ
ー
の
図
書
検
索
に
よ
る
と
明
治
十
五
年
に
改
正
版
が
出
て
お
り
、
編
者
に
大
島
良
次
郎
の
名
前
も
見
え
る
（
文
献
④
の
同
窓
会
名
簿
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
は
明
治
十
一
年
十
二
月
か
ら
十
六
年
十
一
月
ま
で
、
徳
島
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
〔
Ⅱ
・
2
〕
の
〔
備
考
〕
に
引
い
た
猪
口
氏
の
回
想
に
は
名
前
が
見
え
な
い
）。
拾
級
算
法
に
は
『
小
学
拾
級
算
法
問
題
式
』
と
い
う
問
題
集
も
あ
っ
た
（
右
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。
初
版
対
応
の
も
の
と
改
正
版
対
応
の
も
の
と
の
二
つ
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
明
治
十
二
年
と
、
明
治
十
六
年
と
）。
同
じ
く
阿
部
有
清
閲
で
あ
り
、
岸
升
一
郎
・
板
東
吉
太
郎
・
大
島
良
次
郎
の
三
人
に
よ
る
編
集
で
あ
る
。
板
東
吉
太
郎
は
徳
島
県
師
範
学
校
の
先
生
で
あ
っ
た
（
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
珠
算
二
千
題
』
の
編
者
肩
書
き
に
拠
る
）。
こ
の
本
に
は
四
十
宮
北
邨
が
序
文
（
漢
文
）
を
書
い
て
い
る
。
阿
部
有
清
閲
の
書
物
と
し
て
は
『
拾
級
代
数
書
』
と
い
う
も
の
も
見
え
る
（
三
巻
。
上
・
中
巻
は
明
治
十
四
年
、
下
巻
は
明
治
十
七
年
刊
。
同
じ
く
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
）。
こ
ち
ら
に
は
、
岸
・
坂
東
・
大
島
の
ほ
か
に
、
岩
佐
直
や
武
田
丑
太
郎
も
名
前
を
連
ね
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、
上
・
下
巻
、
中
・
下
巻
）。
岩
佐
直
も
徳
島
中
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
（
明
治
一
二
〜
二
一
。
文
献
④
に
よ
る
）。
武
田
丑
太
郎
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
独
習
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
（『
伝
』
二
三
頁
。
ま
た
文
献
⑧
、
一
一
九
頁
）。
な
お
四
十
宮
北
邨
は
、
こ
の
本
に
も
序
文（
漢
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
一
九
文
）
を
草
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
旧
藩
時
代
の
人
的
な
脈
絡
が
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
が
窺
わ
れ
る
。
武
田
丑
太
郎
や
岸
升
一
郎
は
も
と
よ
り
、
他
の
三
人
も
、
お
そ
ら
く
阿
部
有
清
か
ら
業
を
授
か
っ
た
人
達
で
あ
ろ
う
し
、
三
人
の
漢
学
者
が
序
文
を
寄
せ
た
の
も
、
藩
学
時
代
か
ら
の
繋
が
り
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
序
文
を
寄
せ
た
三
人
の
う
ち
、
四
十
宮
北
邨
に
か
か
わ
る
次
の
資
料
を
掲
げ
る
（
橋
本
晩
翠
は
次
節
で
、
岡
本
斯
文
は
〔
Ⅱ
・
1
〕
で
取
り
上
げ
る
）。
④
『
閑
眠
余
事
』（
明
治
十
三
年
・
橋
本
凝
洲
（
晩
翠
）
跋
。
明
治
十
八
年
・
豊
岡
暁
邨
校
字
）
表
紙
見
返
し
に
「
先
師
北
邨
四
十
宮
先
生
之
遺
稿
」
と
あ
っ
て
、
北
邨
（
一
八
四
五
〜
一
八
八
二：
弘
化
二
〜
明
治
十
五
）
の
遺
稿
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
内
容
は
、
湯
治
の
た
め
に
有
馬
温
泉
に
旅
行
し
た
際
の
漢
詩
作
品
集
で
あ
り
、
上
欄
に
橋
本
晩
翠
の
批
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。
北
邨
の
伝
記
は
、
岡
本
斯
文
「
四
十
宮
北
村
墓
表
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
（『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
巻
上
・
四
六
葉
。〔
Ⅱ
・
1
〕
参
照
）。
彼
は
藩
儒
で
あ
っ
た
四
十
宮
石
田
（
一
八
一
六
〜
一
八
七
六
）
の
嗣
子
で
あ
り
、
家
学
を
継
い
で
儒
学
を
修
め
、
徳
島
師
範
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
が
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
三
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
〔
備
考
〕
北
邨
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
が
あ
り
、『
閑
眠
余
事
』
を
訓
読
文
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
○
竹
治
貞
夫
「
儒
家
四
十
宮
氏
の
歴
代
と
北
邨
の
『
閑
眠
餘
事
』」『
凌
霄
』
二
号
（
一
九
九
五
四
国
大
学
附
属
図
書
館
）
数
学
を
修
め
る
者
と
雖
も
漢
学
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
ひ
と
り
阿
波
藩
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
書
物
を
参
考
に
掲
げ
る
。
⑤
佐
藤
賢
一
『
近
世
日
本
数
学
史
関
孝
和
の
実
像
を
求
め
て
』（
二
〇
〇
五
東
京
大
学
出
版
会
）
〔
略
年
譜
〕（『
伝
』
に
よ
る
）
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
五
月
、
石
井
町
に
生
ま
れ
る
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
三
歳
で
小
出
長
十
郎
に
入
門
（「
履
歴
書
」
で
は
天
保
十
年
よ
り
）。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
五
歳
で
関
・
最
上
両
流
の
蘊
奥
を
極
め
、
傍
ら
高
畠
耕
斎
に
蘭
学
を
学
ぶ
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
京
都
に
上
り
土
御
門
家
に
入
門
し
て
天
文
学
を
学
ぶ
。
の
ち
、
中
国
・
四
国
・
九
州
の
各
地
を
歴
訪
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
江
戸
に
赴
く
も
徳
島
に
帰
り
、
寺
島
に
居
を
定
め
て
生
徒
を
教
え
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
藩
に
抜
擢
さ
れ
て
徒
士
と
な
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
藩
の
洋
算
教
授
と
な
る
。
明
治
三
年
（
一
八
六
九
）
徳
島
藩
一
等
教
授
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
師
範
学
校
予
科
勤
務
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
徳
島
中
学
校
勤
務
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
大
阪
府
一
等
教
諭
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
徳
島
尋
常
中
学
校
教
員
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
死
去
。
〔
参
考
文
献
〕
左
の
林
鶴
一
論
文
を
含
め
て
、
前
掲
の
『
伝
』
が
基
本
文
献
と
な
る
①
林
鶴
一
「
徳
島
藩
ノ
数
学
ニ
就
テ
」〔
林
鶴
一
（
編
）『
阿
部
有
清
先
生
伝
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
』（
一
九
三
二
非
売
品
仙
台
）
所
収
。
後
に
、
②
の
『
集
録
・
下
』
に
〔
2
5
〕
と
し
て
収
め
る
。
阿
部
有
清
に
つ
い
て
は
、《
極
メ
テ
短
カ
ク
且
ツ
僅
カ
ノ
時
間
ニ
於
テ
余
ノ
師
タ
リ
》
と
記
す
〕
②
林
博
士
遺
著
刊
行
会
『
林
鶴
一
博
士
和
算
研
究
集
録
（
上
）（
下
）』（
東
京
開
成
館
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
〇
一
九
三
七
）〔『
集
録
』
と
略
記
す
る
〕
③
「
徳
島
中
学
校
城
南
高
校
百
年
史
」
編
纂
委
員
会
（
編
）『
徳
島
中
学
校
城
南
高
校
百
年
史
』（
一
九
七
五
非
売
品
城
南
高
校
。
以
下
『
百
年
史
』
と
略
記
す
る
）
④
（
株
）
サ
ラ
ト
（
編
）『
同
窓
会
名
簿
』（
二
〇
一
五
徳
島
県
立
城
南
高
等
学
校
（
旧
徳
中
・
城
南
）
同
窓
会
）
⑤
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
後
集
』（
一
九
八
五
油
印
）〔「
阿
部
有
清
先
生
碑
記
」
を
収
め
る
〕
⑥
佐
光
昭
二
『
阿
波
の
洋
学
事
始
』（
一
九
八
三
徳
島
市
立
図
書
館
）
⑦
佐
光
昭
二
『
阿
波
洋
学
史
の
研
究
』（
二
〇
〇
七
徳
島
県
教
育
印
刷
）
⑧
田
中
敏
生
「
武
田
丑
太
郎
と
佐
古
の
町
―
そ
の
外
面
生
活
一
斑
―
」『
四
国
大
学
紀
要
』（
人
文
）
四
七
号
（
二
〇
一
六
）〔「
四
国
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
〔
Ⅰ
・
2
〕
橋
本
晩
翠
（
一
八
一
二
〜
一
八
八
七
）
を
と
り
ま
く
人
び
と
阿
部
有
清
の
『
小
学
拾
級
算
法
』
に
序
文
を
寄
せ
た
橋
本
晩
翠
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
辿
る
こ
と
で
、
阿
部
有
清
の
生
き
た
文
化
的
雰
囲
気
を
少
し
く
窺
う
こ
と
が
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。以
下
で
は
、そ
う
し
た
関
心
か
ら
、
橋
本
晩
翠
を
と
り
ま
く
人
び
と
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
彼
の
普
段
の
交
友
と
、
特
に
七
十
の
賀
と
の
、
二
つ
の
方
面
か
ら
で
あ
る
。
1：
橋
本
晩
翠
と
佐
古
の
土
地
橋
本
晩
翠
は
、
そ
の
詩
友
・
藤
岡
方
閑
に
よ
っ
て
、《
旧
藩
教
授
、
一
代
之
碩
儒
也
》
（
後
掲
⑤
『
祝
寿
編
』
四
頁
）
と
称
讃
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
諸
作
は
次
の
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
①
『〔
今
世
諸
名
家
批
評
〕
晩
翠
堂
文
詩
稿
』（
明
治
十
五
年
刊
。
全
四
巻
）
本
文
第
一
葉
の
角
書
き
に
「
今
世
諸
名
家
批
評
」
と
あ
る
と
お
り
、
作
品
に
は
、
菊
池
三
渓
（
序
文
も
）、
安
積
艮
斎
、
広
瀬
旭
荘
な
ど
、
十
八
人
の
諸
家
の
批
評
が
附
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
交
友
の
広
さ
を
窺
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
。
晩
翠
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
八
月
、
四
十
五
歳
で
徳
島
に
赴
任
し
た
が
、
そ
の
と
き
住
ん
だ
の
は
佐
古
の
地
で
あ
っ
た
。
後
に
武
田
丑
太
郎
も
ま
た
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
つ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
奇
し
き
因
縁
と
言
え
な
く
も
な
い
。
当
時
の
思
い
は
、「
佐
古
寓
舎
漫
筆
」
と
題
す
る
次
の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
（
巻
三
・
十
一
葉
。
自
注
を
〔
〕
に
括
っ
て
示
し
た
）。
旬
余
霜
酔
後
楓
樹
一
庭
飄
迎
客
緑
樽
在
呼
童
紅
葉
焼
鯨
音
雲
渚
寺
雁
影
夕
陽
橋
暫
寓
且
堪
詫
風
光
此
地
饒
。〔
軒
扁
霜
酔
二
字
〕
そ
の
後
彼
は
、
江
戸
勤
務
を
経
て
、
助
任
の
地
に
居
を
定
め
る
が
（
巻
三
・
廿
二
葉
「
助
任
村
卜
居
謾
攀
老
杜
秋
興
韵
八
首
（
節
三
）」
と
題
す
る
詩
。
配
列
か
ら
見
て
文
久
二
年（
一
八
六
二
）頃
か
と
思
わ
れ
る
）、
そ
れ
か
ら
も
屢
々
佐
古
の
地
を
訪
れ
、「
大
休
庵
」「
嗽
玉
亭
」「
妙
高
庵
」
な
ど
で
風
流
韻
事
を
楽
し
ん
だ
。
次
に
そ
れ
ら
を
示
す
資
料
を
掲
げ
る
。
Ａ：
大
休
庵
大
休
庵
は
、
今
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
立
派
な
お
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
文
化
十
二
年
・
序
の
『
阿
波
志
』（
巻
之
二
「
仏
刹
」
の
項
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（
文
献
⑤
の
サ
イ
ト
で
、「
阿
波
志
一
」
の
一
一
二
コ
マ
）。
所
在
地
は
、
文
化
六
年
の
「
名
東
郡
佐
古
村
・
蔵
本
村
分
間
絵
図
」（
文
献
③
所
収
。
文
献
④
の
サ
イ
ト
で
も
画
像
を
拡
大
し
て
閲
覧
で
き
る
）
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
佐
古
配
水
池
の
近
く
に
あ
っ
た
。
晩
翠
に
は
、「
十
一
月
十
九
日
与
諸
友
歩
到
大
休
庵
」
と
題
す
る
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
（
巻
四
・
十
三
葉
）。『
阿
波
志
』
に
は
「
渓
清
竹
美
茶
亦
頗
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
一
佳
」
と
あ
り
、
晩
翠
た
ち
も
「
玉
露
」
を
喫
し
て
い
る
。
園
菊
漸
衰
残
山
楓
始
可
観
歩
到
大
休
庵
霜
葉
一
庭
丹
渓
水
烹
玉
露
〔
茶
名
〕
清
爽
瀝
肺
肝
山
阿
落
日
早
山
気
逼
人
寒
帰
途
酒
楼
上
対
山
呼
杯
盤
な
お
、
藤
岡
方
閑
の
『
樵
風
楼
詩
稿
』（
後
掲
③
）
に
も
大
休
庵
訪
問
の
記
事
が
見
え
る
（
第
四
葉
）。
題
詞
に
は
「
乙
亥
十
月
某
日
与
凝
洲
翁
及
猶
水
棕
蔭
柔
斎
松
韻
尺
水
蘆
矼
諸
子
同
游
大
休
庵
」
と
あ
り
、
明
治
八
年
の
詠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
晩
翠
が
十
一
月
と
記
す
の
に
対
し
て
方
閑
が
十
月
と
す
る
の
は
、
旧
暦
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
方
閑
と
「
猶
水
」
以
下
の
六
名
と
が
、
晩
翠
の
言
う
「
諸
友
」
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
も
次
に
掲
げ
る
。
望
山
幾
度
欲
尋
秋
今
日
唫
相
共
投
逢
著
老
僧
談
往
事
白
雲
紅
葉
似
含
憂
晩
翠
が
風
光
の
旅
を
楽
し
む
の
に
対
し
て
、
方
閑
は
ど
こ
か
内
向
的
な
ト
ー
ン
を
脱
し
得
な
い
も
の
の
よ
う
だ
。
Ｂ：
嗽
玉
亭
（
旧
・
賀
島
氏
別
邸
）
阿
波
藩
の
家
老
・
賀
島
氏
の
お
屋
敷
が
今
の
徳
島
市
役
所
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
佐
古
の
地
に
も
別
邸
を
持
っ
て
い
た
（
南
佐
古
七
番
町
・
椎
宮
神
社
の
東
側
。
後
掲
②
の
茘
墩
は
「
蛇
谷
嗽
玉
亭
」
と
記
す
）。
明
治
二
〜
三
年
ご
ろ
の
「
徳
島
藩
御
城
下
絵
図
」（
文
献
③
所
収
）
に
も
「
賀
島
下
ヤ
シ
キ
」
の
記
載
が
見
え
る
（
文
献
⑥
の
サ
イ
ト
で
も
画
像
を
拡
大
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
椎
宮
神
社
は
「
八
幡
」
と
記
さ
れ
、
妙
香
庵
の
表
記
は
「
妙
高
庵
」
で
あ
る
）。
晩
翠
は
、
明
治
七
年
に
こ
の
地
を
訪
れ
て
詩
を
詠
ん
だ
（
巻
四
・
九
葉
）。
題
詞
に
は
「
甲
戌
一
月
十
六
日
墨
仙
画
史
開
雅
筵
於
嗽
玉
亭
。
茘
墩
・
石
田
有
酬
和
之
詩
。
余
亦
攀
其
韵
二
首
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
句
点
等
は
私
に
附
す
）。
第
二
首
を
左
に
掲
げ
る
（
末
尾
の
自
注
に
よ
っ
て
、「
嗽
玉
亭
」
が
旧
・
賀
島
氏
別
邸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
）。
満
壁
起
雲
遷
起
烟
左
瞻
右
顧
意
悠
然
相
逢
巾

非
凡
客
到
処
風
霜
有
別
天
山
自
回
環
思
盤
谷
石
皆
怪
異
是
乎
泉
廃
興
人
世
尋
常
事
今
日
且
締
書
画
縁
〔
亭
故
大
夫
賀
島
某
別
墅
。
故
云
〕
な
お
、
晩
翠
の
題
詞
に
見
え
る
豊
岡
茘
墩
（
れ
い
と
ん：
一
八
〇
八
〜
一
八
八
〇
）
の
詩
も
、
左
記
の
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
（
下
巻
・
十
六
葉
）。
彼
も
ま
た
晩
翠
と
親
し
い
交
流
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
②
『
稼
学
堂
遺
稿
』（
坂
東
禎
吉
・
編
輯
兼
発
行
大
正
一
三
年
刊
）〔
坂
東
禎
吉
は
豊
岡
茘
墩
の
孫
に
あ
た
る
〕
題
詞
に
「
端
月
蛇
谷
嗽
玉
亭
集
。
帰
後
簡
凝
洲
石
田
二
翁
〔
節
一
〕」
と
あ
る
。
こ
の
詩
も
次
に
掲
げ
る
。
先
の
晩
翠
の
詩
が
、
茘
墩
の
韻
字
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
佐
古
の
地
に
ま
つ
わ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
文
芸
の
営
み
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
痩
尋
約
蹋
寒
煙
竹
外
小
楼
望
暢
然
風
雅
未
全
為
掃
地
勝
遊
亦
是
莫
非
天
檻
前
遥
聳
新
晴
雪
砌
畔
微
聴
幽
烟
泉
佳
興
終
忘
帰
路
遠
衰
年
難
復
得
良
縁
Ｃ：
妙
香
庵
妙
香
庵
（
文
献
④
の
サ
イ
ト
所
収
の
「
名
東
郡
佐
古
村
・
蔵
本
村
絵
図
」
で
は
「
妙
高
庵
」
と
記
す
）
は
、
南
佐
古
七
番
町
・
椎
宮
神
社
の
東
斜
面
に
位
置
し
、
賀
島
氏
別
邸
か
ら
も
近
い
。
今
は
、
阿
波
藩
儒
で
あ
っ
た
那
波
氏
の
墓
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
桜
の
名
所
と
し
て
名
高
か
っ
た
。
橋
本
晩
翠
も
ま
た
、
藤
岡
方
閑
（
真
香
）
ら
と
と
も
に
、
こ
こ
を
二
度
ほ
ど
訪
れ
て
い
る
。
晩
翠
の
文
詩
稿
に
は
見
え
な
い
が
、
方
閑
の
次
の
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
が
分
か
る
（
四
〜
五
葉
／
二
二
葉
）。
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
二
③
『
樵
風
楼
詩
稿
』（
藤
岡
真
著
・
曾
孫
藤
岡
成
人
校：
明
治
二
十
五
年
刊
）
第
二
十
二
葉
の
詩
は
、題
詞
に「
癸
未
四
月
初
三
日
。与
凝
洲
翁
同
訪
鉄
崔〔
崖
か
？
〕
賞
妙
香
庵
桜
花
。
竹
窓
竹
外
亦
至
。
午
後
遇
雨
。
翁
有
詩
。
次
其
韵
」
と
あ
っ
て
、
明
治
十
六
年
の
訪
問
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
老
生
多
病
懶
尋
花
空
対
年
々
枕
上
花
賴
有
今
朝
故
人
引
来
看
山
外
雨
中
花
病
弱
で
引
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
彼
も
、
友
達
の
誘
い
で
久
し
ぶ
り
に
花
見
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
よ
う
だ
。
藤
岡
真
（
真
香
・
方
閑
。
一
八
二
五
〜
一
八
九
一
）
は
藩
医
に
し
て
画
家
・
詩
人
で
あ
っ
た
。『
詩
稿
』
は
、
巻
頭
に
那
波
蜆
北
（
韋
）
の
序
文
が
あ
り
、
藤
岡
氏
の
求
名
者
に
非
ざ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
巻
末
に
岡
本
斯
文
（〔
Ⅱ
・
1
〕
参
照
）
の
跋
文
が
見
え
、
こ
こ
で
も
真
香
や
そ
の
曾
孫
が
名
利
の
慾
を
免
れ
て
「
雅
淡
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
は
柴
秋
邨
や
新
居
湘
香
（〔
Ⅱ
・
2
〕
参
照
）
の
名
も
見
え
る
が
、
最
も
多
い
の
は
橋
本
晩
翠
（
凝
洲
）
で
あ
り
、
両
者
の
親
交
関
係
を
知
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
な
る
。
な
お
、
三
宅
舞
村
の
「
遊
徳
雑
記
並
序
」（
舞
村
遺
稿
・
巻
上
、
四
十
四
葉
）
に
は
、
妙
高
庵
盛
衰
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
資
料
は
〔
Ⅱ
・
1
〕
に
⑥
と
し
て
掲
げ
る
）。
2：
古
稀
の
賀
橋
本
晩
翠
が
七
十
歳
を
迎
え
た
と
き
、
そ
れ
を
祝
う
作
品
集
が
編
ま
れ
た
。
詩
友
・
藤
岡
方
閑
や
、
那
波
蜆
北
（
魯
堂
四
代
め
の
後
裔
）、
岡
本
斯
文
（〔
Ⅱ
・
1
〕
参
照
）
な
ど
も
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。
晩
翠
と
い
う
人
の
人
的
な
つ
な
が
り
を
窺
う
上
で
、
格
好
の
資
料
と
言
え
よ
う
。
⑤
『
祝
寿
編
』（
明
治
十
四
年
・
晩
翠
自
序
）
先
の
『
小
学
拾
級
算
法
』（〔
Ⅰ
・
1
〕
の
展
示
資
料
②
）
の
編
者
で
あ
っ
た
岸
升
一
郎
も
祝
詩
を
寄
せ
て
い
る
（
三
十
頁
）。
彼
は
、
阿
部
有
清
か
ら
数
学
を
教
わ
る
か
た
わ
ら
、
晩
翠
の
講
筵
に
も
列
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
仙
霍
身
清
潔
鳴
声
達
九
天
翺
翔
幾
万
里
遊
息
一
千
年
祝
寿
編
に
は
ま
た
、
佐
古
の
歌
人
・
木
内
千
尋
（
一
八
二
五
〜
一
九
〇
八
）
も
お
祝
い
の
歌
を
寄
せ
て
い
る
（
四
十
〜
四
十
一
頁
。
ま
た
四
十
六
〜
四
十
七
頁
。
ど
ち
ら
も
長
文
の
詞
書
が
見
え
る
）。
あ
る
い
は
佐
古
在
住
の
誼
み
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
君
か
た
め
千
と
せ
の
友
と
み
な
人
の
こ
ゝ
ろ
に
う
く
る
ま
つ
や
い
く
も
と
み
と
り
そ
ふ
ま
つ
の
梢
を
名
に
し
め
て
心
た
か
く
も
す
む
人
や
た
れ
な
お
、『
祝
寿
編
』
は
、
凌
霄
文
庫
に
は
二
種
類
の
も
の
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
単
冊
の
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
『
嚶
鳴
詩
文
』（
第
十
〜
十
二
集
）
と
合
綴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑥
『
嚶
鳴
詩
文
』（
第
十
集
・
十
一
集
・
十
二
集
）〔
嚶
鳴
社
明
治
一
二
〜
三
年
〕
『
嚶
鳴
詩
文
』は
、
嚶
鳴
社
の
詩
文
集
で
あ
る
。「
嚶
鳴
詩
文
集
序
」（
晩
翠
堂
文
詩
稿
・
巻
之
一
、
第
六
葉
）
に
よ
れ
ば
、
晩
翠
は
「
不
休
社
」「
可
群
社
」「
嚶
鳴
社
」
の
三
つ
の
文
学
結
社
と
関
わ
っ
て
き
た（
同
じ
く
巻
之
一
・
第
二
葉
に
は「
不
休
社
文
詩
稿
序
」
が
見
え
る
）。
こ
れ
も
ま
た
、
彼
の
幅
広
い
活
動
の
一
端
を
う
か
が
う
に
足
る
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
岡
本
斯
文
、
伊
坂
柳
処
な
ど
の
所
収
作
品
に
つ
い
て
は
、〔
Ⅱ
・
1
〕
の
③
、〔
Ⅱ
・
2
〕
の
〔
備
考
〕
参
照
）。
因
み
に
「
嚶
鳴
」
は
、『
詩
経
』（
小
雅
・
伐
木
）
に
見
え
る
語
で
あ
り
（
伐
木
丁
丁
鳥
鳴
嚶
嚶
）、
朱
子
の
『
詩
経
集
註
』
に
は
「
嚶
嚶
鳥
声
之
和
也
」
と
あ
る
（
群
玉
堂
「
国
学
叢
書
」
版
、
八
一
頁
）。
以
上
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て
、
阿
部
有
清
を
取
り
巻
く
文
化
的
環
境
の
一
端
を
、
少
し
く
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
本
質
的
に
旧
藩
時
代
の
人
で
あ
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
三
っ
た
が
、
そ
れ
を
足
場
と
し
つ
つ
、
新
し
い
世
代
の
教
育
に
力
を
注
い
だ
の
だ
と
言
え
よ
う
。「
一
身
に
し
て
二
生
を
経
る
」
と
は
、
ひ
と
り
福
沢
諭
吉
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
（『
文
明
論
之
概
略
』「
緒
言
」
参
照
。
選
集
・
九
頁
）。
そ
れ
は
ま
た
、
た
だ
に
阿
波
藩
だ
け
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
北
陸
加
賀
の
算
学
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
瞥
見
す
る
。
〔
略
年
譜
〕（
左
記
の
②
に
よ
る
）
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
淡
路
島
に
生
ま
れ
る
。
中
田
南
洋
に
漢
学
を
学
ぶ
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
大
阪
に
出
て
塾
を
開
く
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
八
月
、
徳
島
藩
の
藩
学
教
授
と
な
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
江
戸
長
久
館
教
授
と
な
る
（
出
張
勤
務
）。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
文
学
教
授
と
な
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
県
学
教
授
と
な
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
致
仕
。
の
ち
、
徳
島
師
範
学
校
文
学
教
授
と
な
る
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
師
範
学
校
辞
職
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
二
月
七
日
、
逝
去
。
享
年
七
十
六
歳
。
助
任
村
・
弘
誓
寺
に
葬
る
。
〔
参
考
文
献
〕
①
岡
本
斯
文
「
橋
本
晩
翠
先
生
碑
銘
」『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』（
巻
上
・
三
九
葉
）
に
収
め
る
（〔
Ⅱ
・
1
〕
の
展
示
資
料
と
し
た
）。
②
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
集
』（
一
九
七
九
油
印
）〔「
橋
本
晩
翠
碑
銘
」
を
収
め
る
。
①
に
あ
た
る
原
文
を
墓
石
か
ら
直
接
採
取
し
、
訓
読
・
語
釈
等
を
施
す
。
詩
文
鈔
の
本
文
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
と
さ
れ
る
〕
③
『
徳
島
市
史
別
巻
地
図
絵
図
集
』（
一
九
七
八
徳
島
市
）〔「
名
東
郡
佐
古
村
・
蔵
本
村
分
間
絵
図
」「
徳
島
藩
御
城
下
絵
図
」
を
収
め
る
〕
④
徳
島
県
立
図
書
館
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
所
蔵
絵
図
・
絵
図
一
覧
・
名
東
郡
佐
古
村
・
蔵
本
村
絵
図
」：
http
://w
w
w
.library.tokushim
a−ec.ed.jp/digital/ezu/ez-
ulist.htm
〔
文
献
③
で
は
「
分
間
絵
図
」〕
⑤
徳
島
県
立
図
書
館
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
郷
土
関
係
和
古
書
」http
://w
w
w
.li-
brary.tokushim
a−ec.ed.jp/digital/m
onjyo/km
onjyo.htm
l
〔『
阿
波
志
』を
収
め
る
〕
⑥
徳
島
県
立
博
物
館
「
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
展
示
室
3
歴
史
分
野
・
徳
島
城
下
町
絵
図
・
徳
島
御
城
下
絵
図
」http
://w
w
w
.m
useum
.tokushim
a−ec.ed.jp/3
d/de-
fault.htm
〔
文
献
③
で
は
「
徳
島
藩
御
城
下
絵
図
」〕
⑦
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』（
福
沢
諭
吉
選
集
・
第
四
巻
一
九
八
一
岩
波
書
店
）
〔
Ⅰ
・
3
〕
北
陸
加
賀
の
算
学
一
斑
阿
部
有
清
の
蔵
書
目
録
（
前
掲
『
伝
』
所
収
）
に
は
、
金
沢
の
関
口
開
が
著
し
た
『
点
竄
問
題
集
二
巻
』（
明
治
五
年
）
の
名
が
見
え
る
（
こ
の
本
は
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
）。
関
口
開
（
一
八
四
二
〜
一
八
八
四：
天
保
一
二
〜
明
治
一
七
年
）
は
、
明
治
初
期
の
洋
算
教
育
草
創
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
こ
で
は
、
関
口
開
の
伝
記
資
料
と
し
て
、
次
の
書
物
を
掲
げ
る
。
①
『
関
口
開
先
生
小
伝
』（
上
山
小
三
郎
・
田
中
鉄
吉
編
一
九
一
九
年
非
売
品
）
目
次
を
一
部
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
ゆ
か
り
を
汲
む
人
た
ち
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
序
〔
漢
文
〕（
北
条
時
敬：
学
習
院
長
）
序
（
中
橋
徳
五
郎：
文
部
大
臣
）
小
伝
（
上
山
小
三
郎
／
田
中
鉄
吉：
第
四
高
等
学
校
教
授
）
関
口
先
生
に
対
す
る
感
想
（
河
合
十
太
郎：
京
都
大
学
教
授
）
関
口
先
生
の
教
授
法
（
森
外
三
郎：
京
都
一
中
校
長
）
跋
（
河
合
辰
太
郎
）
関
口
は
旧
藩
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
独
学
で
洋
算
を
修
め
、
若
い
世
代
の
薫
陶
に
努
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
四
め
た
。
そ
の
功
績
は
、
遠
く
、
類
体
論
で
有
名
な
高
木
貞
治
に
ま
で
及
ぶ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
論
じ
た
次
の
二
冊
を
掲
げ
て
、
参
考
に
供
し
た
。
②
高
瀬
正
仁
『
高
木
貞
治
と
そ
の
時
代
西
欧
近
代
の
数
学
と
日
本
』（
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
一
四
）
③
高
瀬
正
仁
『
高
木
貞
治
近
代
日
本
数
学
の
父
』（
岩
波
新
書
二
〇
一
〇
）
右
の
②
に
は
、
先
の
『
点
竄
問
題
集
』
を
含
め
て
、
凡
そ
二
十
四
種
の
関
口
の
著
作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
一
四
九
〜
一
五
六
頁
）。
い
っ
た
ん
異
質
な
文
明
を
受
け
容
れ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
領
域
に
改
変
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
（
文
献
②
）。
そ
れ
は
当
然
に
、
産
み
の
苦
し
み
を
も
伴
な
う
。
関
口
氏
の
一
連
の
著
作
は
、
今
日
の
水
準
か
ら
み
れ
ば
他
愛
な
く
映
る
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
草
創
期
の
刻
苦
の
営
み
は
、
決
し
て
疎
か
に
扱
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
阿
部
有
清
や
武
田
丑
太
郎
の
こ
と
も
、
広
く
は
、
西
欧
文
明
に
よ
る
衝
撃
と
い
っ
た
文
脈
に
お
い
て
捉
え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
〔
参
考
文
献
〕
①
高
瀬
正
仁
「
関
口
開
と
石
川
県
加
賀
の
数
学
」『
数
学
通
信
』
一
八
巻
一
号
（
二
〇
一
三
日
本
数
学
会
）〔
同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
②
ト
イ
ン
ビ
ー
『
世
界
と
西
欧
』（
一
九
五
二
放
送
・
一
九
五
三
出
版
）〔
邦
訳
『
ト
イ
ン
ビ
ー
著
作
集
6
現
代
論
集
』（
一
九
六
七
社
会
思
想
社
）
所
収
。
当
該
書
は
吉
田
健
一
訳
〕
〔
備
考
〕中
野
好
夫（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
五
。
大
正
十
年
・
徳
中
卒「
同
期
関
係
者
」。
〔
Ⅰ
・
1
〕
の
参
考
文
献
④
に
よ
る
）
の
次
の
文
言
に
も
、
草
創
期
の
営
み
に
対
す
る
崇
敬
の
念
が
見
え
る
。
氏
は
、
北
村
透
谷
・
島
崎
藤
村
・
戸
川
秋
骨
・
平
田
禿
木
な
ど
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
彼
ら
の
ひ
た
む
き
な
英
詩
吸
収
ぶ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
当
時
は
、
廉
価
版
の
英
詩
集
が
や
っ
と
の
こ
と
で
手
に
入
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
《
や
っ
と
手
に
し
た
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
浪
漫
詩
人
集
の
一
冊
を
、
彼
等
が
次
々
と
ま
わ
し
読
み
し
て
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
、
バ
イ
ロ
ン
、
キ
ー
ツ
な
ど
に
親
し
ん
だ
と
い
う
逸
話
を
、
現
に
晩
年
の
藤
村
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
問
的
な
読
み
方
な
ど
、
で
き
も
し
な
け
れ
ば
、
す
る
つ
も
り
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
あ
る
い
は
泰
西
浪
漫
詩
の
精
神
そ
の
も
の
を
端
的
に
つ
か
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
、
わ
た
し
た
ち
夢
に
も
笑
う
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
。》（『
英
文
学
夜
ば
な
し
』「
は
じ
め
に
」。
一
九
七
一
・
新
潮
社
。
再
録
『
中
野
好
夫
集
第
六
巻
』
一
九
八
四
・
筑
摩
書
房
）
〔
Ⅱ
〕
徳
島
中
学
校
を
め
ぐ
る
人
び
と
〔
Ⅰ
〕に
も
記
し
た
よ
う
に
、
阿
部
有
清
は
旧
藩
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
維
新
後
は
、
旧
制
徳
島
中
学
校
や
大
阪
府
師
範
学
校
で
数
学
を
教
え
た
。
こ
こ
で
は
、
特
に
徳
島
中
学
校
と
関
わ
る
人
物
に
つ
い
て
展
示
を
試
み
る
。
次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
あ
る
。
①
岡
本
斯
文
②
新
居
敦
二
郎
③
石
田
園
坡
④
若
林
虎
吾
〔
Ⅱ
・
1
〕
岡
本
斯
文
（
午
橋
）（
一
八
四
三
〜
一
九
一
九
）
岡
本
斯
文
は
、
徳
島
中
学
校
の
初
代
校
長
（
心
得
）
を
勤
め
た
人
で
あ
る
。
こ
の
展
示
も
こ
の
人
か
ら
始
め
よ
う
。
1：
最
後
の
藩
儒
小
学
拾
級
算
法
に
序
文
を
寄
せ
た
人
の
う
ち
、
橋
本
晩
翠
は
い
か
に
も
旧
藩
時
代
の
儒
者
然
と
し
た
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
で
は
岡
本
斯
文
も
傾
向
を
同
じ
く
す
る
。
竹
治
貞
夫
氏
は
、
彼
の
こ
と
を
《
阿
波
藩
儒
と
し
て
最
後
の
人
》（
参
考
文
献
⑤
、
一
一
五
頁
）
と
呼
ん
で
い
る
。
生
年
で
三
十
年
の
隔
た
り
が
、
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
拾
級
算
法
に
序
文
を
寄
せ
た
の
は
明
治
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
五
じ
頃
、
彼
自
身
は
次
の
よ
う
な
書
物
を
編
ん
で
い
た
。
①
『
正
続
文
章
軌
範
便
蒙
』（
岡
本
斯
文
訳
一
八
七
七
合
書
堂
刊
）
上
下
二
冊
か
ら
な
り
、
巻
頭
に
自
序
と
題
言
六
則
と
を
載
せ
る
。
そ
の
第
一
則
に
「
児
童
ノ
読
ム
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
入
門
期
の
生
徒
を
教
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
軌
範
本
文
に
割
り
注
の
形
で
解
説
を
加
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
冒
頭
の
「
放
胆
文
」
と
い
う
項
目
名
に
は
「
放
胆
ハ
胆
ヲ
大
ニ
ス
ル
コ
ト
（
原
文
連
合
仮
名
）
孫
思
邈
ノ
語
ヨ
リ
出
ヅ
」
と
説
き
、「
与
于
襄
陽
書
」
と
い
う
題
名
に
は
「
人
臣
進
御
ノ
書
ヲ
上
書
ト
ス
親
肉
往
来
ノ
書
ヲ
書
ト
ス
議
論
ヲ
出
シ
テ
成
ル
者
（
下
略
）」
と
注
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
彼
の
諸
作
は
、
次
の
詩
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
②
『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』（
明
治
四
一
年
徳
島
新
報
社
刊
）
上
下
二
冊
か
ら
な
り
、
上
巻
に
は
文
を
、
下
巻
に
は
詩
を
、
そ
れ
ぞ
れ
配
す
る
。
彼
は
酒
は
嗜
ま
な
か
っ
た
が
、
瓢
箪
を
愛
し
た
の
で
こ
の
号
が
あ
る
（「
寄
瓢
先
生
伝
」）。
上
巻
に
は
藤
沢
南
岳
の
序
文
を
載
せ
、「
皇
朝
鼓
吹
序
」（
岡
本
韋
庵
〔
監
輔
一
八
三
九
〜
一
九
〇
四
〕の
著
書
へ
の
序
文
。岡
本
監
輔
は
明
治
二
十
七
年
か
ら
三
十
年
ま
で
、
徳
中
校
長
を
勤
め
た
）「
藤
沢
南
岳
還
暦
壽
序
」「
橋
本
晩
翠
先
生
碑
銘
」
な
ど
の
文
を
収
め
る
。「
徳
島
師
範
学
校
記
」
は
、
明
治
十
六
年
、
師
範
学
校
校
長
だ
っ
た
時
に
草
し
た
も
の
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
阿
波
国
教
学
の
あ
り
よ
う
を
知
る
の
に
役
立
つ
。
下
巻
の
詩
に
は
、
伊
坂
柳
処
、
藤
沢
南
岳
、
塩
谷
守
愚
、
福
田
天
外
、
新
居
湘
香
、
本
多
種
竹
な
ど
の
名
が
題
詞
に
見
え
、
巻
末
に
三
宅
舞
村
の
跋
文
を
添
え
る
。
両
巻
と
も
末
尾
に
「
門
人
猪
口
繁
校
字
」
と
記
す
。
斯
文
と
徳
島
中
学
校
と
の
関
わ
り
を
最
も
よ
く
示
す
の
は
、
次
の
文
章
で
あ
る
。
③
「
与
徳
島
中
学
校
生
徒
書
」『
嚶
鳴
詩
文
』
十
一
集
（
明
治
十
三
年
武
市
秋
香
編
輯
・
出
版
）
彼
は
、
明
治
十
二
年
二
月
に
徳
島
中
学
校
の
「
校
長
心
得
」
に
任
命
さ
れ
る
（『
百
年
史
』「
年
表
」
に
よ
る
。〔
Ⅰ
・
1
〕
の
参
考
文
献
③
）。
お
そ
ら
く
そ
の
立
場
か
ら
、
当
時
の
徳
中
生
に
向
け
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
翌
十
三
年
の
七
月
に
、
新
居
敦
二
郎
（
次
節
参
照
）
が
校
長
心
得
と
な
り
、
十
四
年
の
一
月
に
校
長
の
任
に
就
く
。
斯
文
は
、
師
範
学
校
や
女
学
校
の
ほ
う
に
軸
足
を
置
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
遥
か
後
年
、
塩
谷
依
信（
一
八
五
〇
〜
一
九
〇
八
。
岡
本
監
輔
の
後
任
と
し
て
、
明
治
三
十
年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
徳
中
校
長
を
勤
め
た
。
号
は
守
愚
。
明
治
四
十
一
年
歿
）や
百
年
展
で
取
り
上
げ
た
吉
川
実
夫（
一
八
七
八
〜
一
九
一
五
。
明
治
二
十
八
年
・
徳
中
卒
。
京
都
帝
大
教
授
・
数
学
。
大
正
四
年
歿
）
に
つ
い
て
も
、
頌
徳
碑
や
墓
碑
の
撰
文
に
あ
た
っ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
大
正
四
年
と
六
年
と
。
参
考
文
献
④
⑥
参
照
）。
こ
こ
に
も
徳
島
中
学
校
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
二
年
後
に
は
彼
自
身
も
こ
の
世
を
去
る
わ
け
だ
か
ら
、
阿
波
藩
学
の
掉
尾
を
飾
る
こ
の
人
が
、
そ
の
最
後
の
輝
き
を
放
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
2：
序
跋
と
碑
文
先
の
詩
文
鈔
に
収
め
ら
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
彼
は
多
く
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
序
跋
類
を
収
め
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
集
」
を
展
示
に
供
す
る
。
○
『
樵
風
楼
詩
稿
』（
藤
岡
真
香
）「
跋
文
」（〔
Ⅰ
・
2
〕
の
展
示
資
料
と
し
た
）
④
『
東
遊
雑
詩
』（
大
島
龍
淵
）「
序
文
」
⑤
『
梅
蕊
（
ば
い
ず
い
）
余
香
』（
大
久
保
天
山
）「
序
文
」
⑥
『
舞
村
遺
稿
』（
三
宅
舞
村
）「
跋
文
」
④
『
東
游
雑
詩
』（
大
島
信
行
〔
龍
淵
〕
著
。
和
綴
じ
活
版
だ
が
、
奥
付
は
見
え
な
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
六
い
。
岡
本
斯
文
の
序
文
は
明
治
二
十
九
年
）
大
島
龍
淵
（
一
八
三
一
〜
一
九
一
〇
）
は
、
詩
書
を
能
く
し
、
斯
文
（
午
橋
）
と
も
親
し
か
っ
た
。『
東
遊
雑
誌
』
は
、
関
東
方
面
を
旅
行
し
た
と
き
の
詠
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
詩
の
あ
と
に
は
「
午
橋
曰
」「
白
堂
曰
」
な
ど
の
評
を
載
せ
る
。
附
録
と
し
て
、
鳴
門
、
須
磨
な
ど
を
詠
ん
だ
詩
を
併
せ
る
。
⑤
『
梅
蕊
（
ば
い
ず
い
）
余
香
』（
大
久
保
諄
平
〔
天
山
〕
編
。
明
治
三
十
六
年
徳
島
新
報
社
）
大
久
保
天
山
（
一
八
五
三
〜
一
九
一
六
）
は
、
脇
町
中
学
校
教
員
や
県
会
議
員
・
脇
町
町
長
な
ど
を
勤
め
た
人
で
あ
り
、
斯
文
の
門
人
で
も
あ
っ
た
。
晩
翠
の
『
祝
寿
編
』
に
も
詩
を
寄
せ
て
い
る
（
二
〇
頁
）。『
梅
蕊
余
香
』
は
、
脇
町
に
菅
原
道
真
公
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
を
祭
る
廟
が
あ
り
、
そ
の
千
年
祭
を
期
し
て
、
詩
文
や
和
歌
の
集
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
（
序
文
）。
巻
一
に
詩
を
載
せ
、
巻
二
に
文
を
収
め
、
巻
三
に
和
歌
を
集
め
、
巻
四
に
俳
句
を
配
す
る
。
詩
と
文
に
は
斯
文
作
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
歌
の
詠
み
手
に
は
、
蜂
須
賀
茂
韶
、
同
夫
人
、
蜂
須
賀
正
韶
夫
人
、
黒
川
真
頼
、
本
居
豊
穎
（
と
よ
か
い
）、
小
杉
榲
邨
（
す
ぎ
む
ら
）
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
⑥
『
舞
村
遺
稿
』（
三
宅
玄
達
著
。
明
治
四
十
四
年
徳
島
毎
日
新
聞
社
刊
）
三
宅
玄
達
（
舞
村
。
一
八
三
四
〜
一
九
〇
八
）
は
医
を
業
と
し
た
が
、
多
く
の
詩
文
を
も
残
し
た
。『
舞
村
遺
稿
』
は
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
上
巻
は
詩
、
下
巻
は
詩
と
文
で
あ
る
。
巻
頭
に
藤
沢
南
岳
の
序
文
と
猪
口
簡
の
例
言
と
が
見
え
る
。
下
巻
末
尾
に「
三
宅
舞
村
先
生
行
状
」（
猪
口
簡
）
を
附
し
、
岡
本
斯
文
の
跋
文
を
載
せ
る
。
舞
村
は
か
つ
て
②
の
『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』（
明
治
四
十
一
年
）
に
跋
文
を
寄
せ
た
人
で
も
あ
っ
た
。
〔
備
考
〕
彼
の
長
男
・
三
宅
速
（
は
や
り
。
一
八
六
六
〜
一
九
四
五
）
は
、
三
宅
病
院
の
開
設
者
で
あ
り
、
行
状
記
に
は
《
速
卒
医
科
大
学
。
後
留
学
於
独
逸
。
帰
朝
為
医
学
博
士
。
今
任
九
州
医
科
大
学
教
授
。》
と
記
す
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
が
あ
る
。
ⅰ
筒
井
国
光
「
わ
が
国
内
臓
外
科
の
創
始
三
宅
速
先
生
」『
徳
島
教
育
』
一
九
五
五
、
七
月
号
（
九
二
号
。
通
巻
五
二
〇
号
）
ⅱ
福
島
義
一『
阿
波
の
医
学
史
』（
一
九
七
〇
徳
島
県
教
育
会
出
版
部
。〔
Ⅱ
・
4
〕
の
展
示
資
料
③
を
参
照
）
他
方
、
斯
文
の
撰
に
な
る
碑
文
は
、
竹
治
氏
の
四
冊
の
阿
波
碑
文
集
（
集
、
続
集
、
後
集
、
補
集
）
に
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
見
え
る
。
次
に
そ
の
題
名
を
掲
げ
る
（
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
よ
っ
て
、
右
の
正
・
続
・
後
・
補
を
示
す
。『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
に
収
め
る
も
の
も
重
複
を
厭
わ
ず
掲
げ
た
。
吉
川
実
夫
に
ま
つ
わ
る
碑
文
は
見
え
な
い
が
、
文
献
⑥
で
書
き
下
し
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
）。
巻：
頁：
文
章
Ⅰ：
34：
岡
本
晤
室
碑
銘
（
晤
室
は
斯
文
の
父
・
晤
叟
の
こ
と
）
Ⅰ：
253：
橋
本
晩
翠
碑
銘
（〔
Ⅰ
・
2
〕
参
照
。）
Ⅰ：
262：
十
郎
兵
衛
遺
跡
之
碑
Ⅰ：
276：
前
川
澹
斎
墓
表
（
次
節
〔
備
考
〕
参
照
）
Ⅱ：
211：
孺
人
四
十
宮
氏
墓
碑
銘
Ⅱ：
212：
四
十
宮
北
邨
墓
表
（〔
Ⅰ
・
1
〕
参
照
）
Ⅳ：
249：
答
島
椅
斎
墓
表
Ⅳ：
378：
安
田
虎
七
碑
銘
Ⅳ：
382：
塩
谷
君
遺
愛
碑
先
に
も
引
い
た
と
お
り
、岡
本
斯
文
は
、阿
波
藩
儒
と
し
て
最
後
の
人
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
十
分
に
窺
わ
れ
よ
う
。
橋
本
晩
翠
は
醇
乎
と
し
て
醇
な
る
儒
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
ま
た
そ
の
衣
鉢
を
継
い
で
、
旧
藩
文
化
の
残
照
を
生
き
抜
い
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
略
年
譜
〕（
石
田
園
坡
「
岡
本
斯
文
」
に
よ
る
）
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
七
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
岡
本
晤
叟
（
晤
室
）
の
子
と
し
て
生
れ
る
。
家
学
を
受
け
、
の
ち
那
波
鶴
峯
に
学
ぶ
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
儒
者
見
習
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
文
学
助
教
。
藩
主
侍
読
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
東
京
に
遊
び
、
安
井
息
軒
・
林
鶴
梁
に
学
ぶ
。
明
治
一
二
年
（
一
八
八
九
）
徳
島
中
学
校
校
長
心
得
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
徳
島
師
範
学
校
校
長
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
退
職
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
歿
。
享
年
七
十
七
歳
。
〔
参
考
文
献
〕
①
石
田
園
坡
「
岡
本
斯
文
」（『
阿
波
人
物
鑑
』
附
録
「
阿
波
近
古
史
談
」。〔
Ⅰ
・
1
〕
参
照
）〔
九
一
〜
九
三
頁
。
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
四
二
四
〜
四
二
五
コ
マ
〕
②
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
集
』（
一
九
七
九
油
印
）〔「
岡
本
午
橋
碑
銘
」（
藤
沢
南
岳
撰
）
を
収
め
る
。
午
橋
は
斯
文
の
こ
と
〕
③
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
続
集
』（
一
九
八
四
油
印
）〔「
四
十
宮
北
邨
墓
表
」（
岡
本
斯
文
撰
）
を
収
め
る
〕
④
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
補
集
』（
一
九
九
五
油
印
）〔「
塩
谷
君
遺
愛
碑
」（
岡
本
斯
文
撰
）
を
収
め
る
〕
⑤
竹
治
貞
夫
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
』（
一
九
八
九
風
間
書
房
）
⑥
渡
辺
義
勝
「
数
学
家
吉
川
実
夫
博
士
を
し
の
ぶ
」『
徳
島
教
育
』
一
九
五
五
年
九
月
号
（
九
四
号
・
通
巻
五
二
二
号
）〔「
吉
川
博
士
碑
」（
北
條
時
敬
題
額
／
岡
本
斯
文
撰
・
書
）
の
書
き
下
し
文
を
収
め
る
。
北
条
時
敬
は
、
山
口
高
等
学
校
時
代
の
吉
川
の
恩
師
で
あ
り
、
哲
学
の
西
田
幾
多
郎
も
金
沢
で
彼
に
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
（〔
Ⅰ
・
3
〕
の
展
示
資
料
②
と
し
て
掲
げ
た
高
瀬
氏
の
書
物
を
参
照
。
同
展
示
資
料
①
に
も
漢
文
の
序
文
を
寄
せ
て
い
る
）。
筆
者
の
渡
辺
氏
は
、
昭
和
二
五
年
〜
三
四
年
の
間
、
徳
島
大
学
学
芸
学
部
（
後
の
教
育
学
部
／
総
合
科
学
部
）
に
勤
め
て
い
た
（
平
成
七
年
版
・
徳
島
大
学
渭
水
会
『
会
員
名
簿
』「
旧
職
員
」
の
項
に
よ
る
）〕
〔
Ⅱ
・
2
〕
新
居
湘
香
（
敦
二
郎
）（
一
八
四
九
〜
一
九
一
七
）
斯
文
に
次
い
で
徳
島
中
学
校
・
校
長
心
得
と
な
っ
た
の
は
、
新
居
敦
二
郎
（
湘
香
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
庚
午
事
変
で
切
腹
し
た
新
居
水
竹
（
一
八
一
三
〜
一
八
七
〇
）
の
次
男
で
あ
り
、
自
身
も
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
て
禁
獄
二
年
の
災
禍
を
蒙
っ
た
（
明
治
九
年
。
所
謂
「
通
諭
書
事
件
」）。
そ
の
後
、
徳
島
中
学
校
の
校
長
を
勤
め
た
の
ち
県
外
に
雄
飛
し
、
北
海
道
や
東
京
で
活
躍
す
る
。
歿
し
た
の
は
大
正
六
年
で
あ
り
、
武
田
丑
太
郎
と
同
じ
く
今
年
（
二
〇
一
七
年
）
が
歿
後
百
年
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
学
の
所
蔵
す
る
次
の
よ
う
な
資
料
を
展
示
す
る
。
1：
編
著
と
序
文
①
『
水
竹
居
詩
鈔
』（
新
居
敦
二
郎
・
編
新
居
水
竹
・
著
明
治
一
九＝
一
八
八
六
）〔
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
庚
午
事
変
で
切
腹
し
た
新
居
水
竹
の
遺
稿
を
、
次
男
の
湘
香
（
敦
二
郎
）
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
巻
。
冒
頭
に
橋
本
晩
翠
（〔
Ⅰ
・
2
〕
参
照
）
の
序
文
を
載
せ
る
。
上
巻
の
標
注
に
は
、
篠
崎
小
竹
、
斎
藤
拙
堂
、
梁
川
星
巌
、
柴
秋
邨
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
。
中
・
下
巻
は
、
四
十
宮
石
田
、
答
島
桐
蔭
、
那
波
鶴
峯
、
橋
本
晩
翠（
凝
洲
）、
増
田
龍
瀕
、
岡
本
晤
室
、
広
瀬
青
邨
な
ど
の
諸
氏
で
あ
る
。
下
巻
末
尾
の
十
六
首
は
、
明
治
三
年
（
庚
午
）
の
上
京
か
ら
刑
死
に
い
た
る
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
竹
治
氏
の
『
要
解
』（
参
考
文
献
②
）
に
書
き
下
し
文
と
語
釈
と
が
見
え
る
（
晩
翠
の
序
文
も
、
併
せ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
）。
末
尾
に
井
上
不
鳴
の
後
序
を
添
え
る
。
な
お
、〔
Ⅰ
・
2
〕
の
展
示
資
料
③
『
樵
風
楼
詩
稿
』
に
は
、「
送
新
居
湘
香
之
東
京
」
と
題
す
る
詩
が
見
え
る
（
第
二
十
一
葉
）。
方
閑
の
子
息
・
藤
岡
次
郎
太
夫
も
、
庚
午
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
八
事
変
で
死
罪
と
な
っ
て
、
徳
島
市
の
蓮
花
寺
で
切
腹
し
た
。
詩
稿
に
は
そ
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ
四
首
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
第
一
八
葉
）。
〔
備
考
〕
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ほ
か
に
次
の
二
つ
の
書
物
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ａ
『
東
園
家
集：
附
卓
然
堂
遺
稿
』（
林
厚
徳
の
歌
文
集
お
よ
び
漢
詩
集
。
新
居
敦
二
郎
・
編
集
兼
発
行
明
治
二
五
年
。
巻
頭
に
新
居
敦
二
郎
撰
・
書
の
「
卓
然
林
君
碑
銘
」
を
収
め
る
。
歌
文
集
冒
頭
に
小
杉
椙
邨
の
前
書
き
が
あ
り
、
多
数
の
中
か
ら
選
ん
だ
こ
と
、
詠
歌
の
時
間
的
順
序
に
は
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。
漢
詩
集
の
冒
頭
に
は
《
外
姪
新
居
敦
拝
鈔
》
と
あ
っ
て
、
林
卓
然
が
湘
香
の
母
方
の
叔
父
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
参
考
文
献
②
・
ｅ
「
新
居
水
竹
碑
銘
」
に
《
再
娶
林
氏
》
と
あ
り
、
詳
し
い
注
解
が
施
さ
れ
て
い
る
。
三
一
六
〜
八
頁
）
ｂ
『
明
治
庚
午
徳
島
藩
騒
擾
始
末
』（
新
居
敦
二
郎
の
講
演
筆
記
。
新
居
水
竹
満
六
十
年
祭
記
念
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
尾
村
歓
太
郎
発
行
兼
編
輯
一
九
三
〇
年
）
②
『
竹
窓
遺
稿
』（
大
村
純
安
・
著
鹿
島
秀
麿
・
編
明
治
二
〇＝
一
八
八
七
）
大
村
純
安
（
一
八
五
〇
〜
一
八
七
〇
）
の
遺
稿
集
で
あ
る
。
巻
頭
に
蜂
須
賀
茂
韶
の
書
に
よ
る
題
辞
「
風
雪
堆
中
折
竹
独
青
」
を
掲
げ
る
。
序
文
は
、
新
居
敦
（
湘
香
）
の
撰
で
あ
り
、
冒
頭
に
「
亡
友
」
の
二
字
が
見
え
る
。
年
齢
は
一
歳
し
か
違
わ
な
い
。
純
安
は
洲
本
の
人
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
、
庚
午
事
変
の
た
め
死
罪
と
な
り
、
徳
島
市
の
万
福
寺
で
切
腹
し
た
。
そ
の
と
き
彼
は
、
父
純
道
の
意
を
強
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
大
音
声
で
詩
を
朗
吟
し
た
。
僅
か
に
声
の
止
ん
だ
の
が
即
ち
彼
の
息
絶
え
た
時
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
は
ま
た
、
自
分
の
詩
文
を
後
世
に
残
し
た
い
む
ね
、
弟
の
鹿
島
秀
麿
に
告
げ
て
い
た
。
そ
れ
が
十
八
年
祭
に
あ
た
っ
て
実
現
し
た
の
が
、
こ
の
詩
文
集
で
あ
る
。
多
く
の
文
と
若
干
の
詩
と
を
収
め
、
末
尾
に
「
幽
囚
中
略
記
」
や
鹿
島
秀
次
郎
あ
て
の
書
簡
を
添
え
る
。
跋
文
は
、
菊
池
三
渓
、
松
田
鯤
堂
、
鹿
島
秀
麿
の
三
人
で
あ
る
。
新
居
敦
二
郎
の
序
文
と
、
純
安
の
「
囚
中
作
」
三
首
、「
幽
囚
中
略
記
」「
鹿
島
秀
次
郎
宛
書
簡
」
な
ど
は
、
竹
治
氏
の
『
要
解
』（
文
献
②
）
に
解
義
が
見
え
る
。
〔
備
考
〕
大
村
純
安
の
顔
写
真
は
『
庚
午
事
変
』（
徳
島
市
民
双
書
・
三
一
九
七
〇
徳
島
市
中
央
公
民
館
）
冒
頭
の
写
真
集
に
収
め
る
（
新
居
水
竹
そ
の
他
の
写
真
も
見
え
る
）。
こ
の
本
は
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
（
ロ
グ
イ
ン
不
要
）。
○
徳
島
市
電
子
図
書
館：
https
://w
w
w
.d−library.jp/tokushim
a/g
0101/top/
2：
詩
と
書
③
〔
軸
〕「
天
壌
無
窮
」（
新
居
湘
香
の
詩
）〔
帝
国
議
会
開
院
式
の
祝
詩
〕
天
壌
無
窮
仰
聖
明
和
気
洋
々
萬
歳
聲
不
墜
煕
々
日
本
名
臣
民
莫
不
盡
忠
誠
賛
襄
功
業
果
公
明
四
千
萬
衆
足
聊
生
憲
章
初
立
是
今
日
保
持
國
体
揚
皇
徳
空
前
絶
後
皇
謨
大
和
氣
洋
々
萬
歳
聲
不
墜
煕
々
日
本
名
天
壌
無
窮
仰
聖
明
明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
帝
国
議
会
が
初
め
て
開
か
れ
た
と
き
、
喜
び
の
あ
ま
り
に
（
抃
喜
之
餘
）
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
作
品
は
「
天
壌
無
窮
仰
聖
明
」
に
始
ま
る
。
以
下
七
言
四
句
を
三
つ
連
ね
、
第
一
連
の
末
句
を
第
二
連
の
初
句
と
し
、
第
二
連
の
末
句
を
第
三
連
の
初
句
と
し
、
第
三
連
の
末
句
に
再
び
第
一
連
の
初
句
を
用
い
る
。
循
環
端
な
く
、「
無
窮
」
の
あ
り
さ
ま
を
形
式
面
か
ら
も
表
わ
し
て
い
る
。
④
〔
軸
〕「
廿
年
萍
梗
跡
茫
々
」（
新
居
湘
香
の
詩
）〔
詩
の
後
に
「
秋
感
」
と
記
す
〕
廿
年
萍
梗
跡
茫
々
交
友
無
多
暗
自
傷
北
寺
胡
枝
空
滴
露
東
籬
秋
色
未
経
霜
寒
蛬
若
訴
牽
愁
切
素
月
将
圓
照
夜
涼
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
二
九
桂
玉
何
論
生
計
拙
酒
天
詩
地
別
成
郷
秋
感
湘
香
道
人
叙
故
地
を
離
れ
て
の
二
十
年
に
亘
る
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
感
懐
を
述
べ
て
い
る
。「
萍
梗
」
は
、
浮
き
草
の
よ
う
に
彷
徨
う
境
涯
を
意
味
す
る
。
徳
島
を
離
れ
た
の
が
明
治
十
九
年
頃
と
す
れ
ば
、
明
治
四
十
年
頃
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
〔
謝
辞
〕
右
の
二
首
を
翻
字
す
る
に
際
し
て
は
、
本
学
・
書
道
文
化
学
科
の
太
田
剛
先
生
か
ら
多
大
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
⑤
〔
折
り
帖
〕「
後
出
師
表
」（
新
居
湘
香
・
書
）
折
り
帖
形
式
の
書
作
品
で
あ
る
。
書
道
の
太
田
剛
先
生
か
ら
「
良
い
作
品
だ
」
と
の
評
言
を
頂
戴
し
て
い
る
。
次
の
二
つ
の
書
物
に
も
、
新
居
湘
香
・
書
の
序
文
が
含
ま
れ
る
。
⑥
『
聴
秋
書
閣
集
』（
伊
東
聴
秋
・
著
明
治
二
四＝
一
八
九
一
年
）
伊
藤
聴
秋
（
一
八
二
二
〜
一
八
九
五
）
の
詩
文
集
で
あ
る
。
聴
秋
は
淡
路
の
人
で
あ
る
が
、
代
々
蜂
須
賀
氏
に
仕
え
て
い
た
。
上
下
二
巻
。
冒
頭
に
、
森
田
節
斎
（
一
八
一
一
〜
一
八
六
八
）
や
岡
田
鴨
里
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
〇
）
の
序
文
と
、
高
鋭
一
（
雲
外
）
の
「
伊
藤
聴
秋
小
伝
」
と
を
配
し
、
末
尾
に
亀
谷
省
軒
の
後
序
を
載
せ
る
（
も
っ
と
も
、
本
学
所
蔵
本
は
乱
丁
が
あ
り
、
末
尾
に
位
置
す
べ
き
第
三
九
〜
四
〇
葉
が
、
第
一
八
葉
と
第
一
九
葉
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
）。
こ
の
う
ち
、
森
田
節
斎
の
序
文
は
新
居
湘
香
の
書
で
あ
る
。
全
体
を
五
部
に
分
か
ち
、
第
一
部
「
黙
成
草
」、
第
二
部
「
蘋
白
楓
黄
集
」、
第
三
部
「
湖
海
余
豪
」、
第
四
部
「
甑
山
小
隠
」、
第
五
部
「
墨
水
漫
吟
」
と
す
る
。
詩
の
後
に
批
評
を
附
す
。
第
一
部
で
は
、
那
波
鶴
峯
、
藤
井
竹
外
、
前
川
秋
香
、
梁
川
星
巌
な
ど
が
、
第
二
部
で
は
、
頼
醇
（
山
陽
三
男
）、
岩
本
贅
庵
、
大
沼
枕
山
、
篠
崎
小
竹
、
南
摩
羽
峯
（
鋼
紀
）、
藤
井
竹
外
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
批
評
を
加
え
て
い
る
。
第
三
部
以
降
は
評
が
少
な
い
が
、
遠
山
澹
、
藤
井
竹
外
、
南
摩
羽
峯
（
鋼
紀
）、
森
春
濤
、
大
沼
枕
山
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
〔
備
考
〕
先
日
徳
島
城
博
物
館
で
催
さ
れ
た
「
近
世
淡
路
の
美
術
」
展
（
二
〇
一
七
年
八
〜
十
月
）
で
も
、
聴
秋
の
若
干
の
展
示
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
⑦
『
秋
邨
遺
稿
』（
柴
直
太
郎
・
編
新
居
湘
香
・
校
柴
秋
邨
・
著
明
治
三
十
四＝
一
九
〇
一
年
金
港
堂
）
阿
波
藩
の
儒
員
で
も
あ
っ
た
柴
秋
邨
（
一
八
三
〇
〜
一
八
七
一
）
の
遺
稿
を
、
嗣
子
の
直
太
郎
氏
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。冒
頭
に
亀
谷
省
軒（
一
八
三
八
〜
一
九
一
三
）
の
「
柴
秋
村
伝
」、
長
三
洲
（
一
八
三
三
〜
一
八
九
五
）
・
南
摩
鋼
紀
（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
九
）
・
亀
谷
省
軒
ら
の
序
文
を
配
し
、
末
尾
に
高
鋭
（
雲
外
。
一
八
三
三
〜
一
八
九
五
）
の
序
文
（
明
治
二
十
三
年
）、
橋
本
晩
翠
（
一
八
一
二
〜
一
八
八
七
）
の
墓
表
（
晩
翠
堂
文
詩
稿
・
巻
二
所
収
。
明
治
十
三
年
ご
ろ
の
撰
）、
広
瀬
林
外
（
一
八
三
六
〜
一
八
七
四
）
の
祭
文
、
本
田
種
竹
（
一
八
六
二
〜
一
九
〇
七
）
の
「
題
秋
村
遺
稿
」
な
ど
を
附
す
。
こ
の
う
ち
亀
谷
省
軒
の
序
文
は
湘
香
の
書
で
あ
る
。
秋
邨
も
、
庚
午
事
変
で
禁
固
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
憂
悶
の
果
て
に
命
を
落
し
た
人
で
あ
っ
た
。
〔
備
考
〕
南
摩
鋼
紀
（
羽
峰
）
に
つ
い
て
は
次
の
書
物
に
詳
し
い
（
序
文
執
筆
時
の
肩
書
き
は
、
高
等
師
範
学
校
教
授
）。
○
小
林
修
『
南
摩
羽
峰
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』（
二
〇
一
七
八
木
書
店
）
斯
文
と
同
じ
く
湘
香
も
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
斯
文
と
は
対
照
的
に
、
故
地
を
離
れ
、
新
た
な
時
代
へ
と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。
同
じ
く
東
京
に
遊
学
し
な
が
ら
も
、
斯
文
が
安
井
息
軒
や
林
鶴
梁
に
学
ん
だ
の
に
対
し
て
、
湘
香
は
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
が
、
こ
の
違
い
が
後
の
方
向
を
左
右
し
た
と
言
え
ば
、
単
純
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
庚
午
事
変
、通
諭
書
事
件
以
来
、幾
多
の
辛
苦
艱
難
を
閲
し
た
で
あ
ろ
う
彼
の
胸
中
に
は
、
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
〇
ど
の
よ
う
な
思
い
が
去
来
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
〔
略
年
譜
〕（
左
記
の
文
献
①
お
よ
び
②
の
ｇ
に
依
る
）
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
生
れ
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
新
居
水
竹
（
与
一
助
）
切
腹
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
慶
應
義
塾
に
入
る
。
明
治
八
年
（
一
八
六
五
）
元
老
院
書
記
生
と
な
る
も
五
か
月
で
解
任
。
明
治
九
年
（
一
八
六
六
）
禁
獄
二
年
の
刑
を
被
る
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
禁
解
け
て
徳
島
に
帰
る
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
徳
島
師
範
学
校
訓
導
兼
監
事
。
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
徳
島
中
学
校
校
長
心
得
（
翌
年
校
長
）。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
退
職
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
北
海
道
庁
に
勤
務
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
東
京
府
庁
に
勤
務
。
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
札
幌
農
学
校
に
勤
務
。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
札
幌
農
学
校
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
と
な
る
。
予
科
助
教
授
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
休
職
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
退
職
。
東
京
に
移
る
。
蜂
須
賀
茂
韶
侯
の
高
輪
別
邸
に
住
み
、
公
家
に
学
を
講
ず
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
逝
去
。
〔
参
考
文
献
〕
①
石
田
園
坡
「
新
居
敦
二
郎
」（『
阿
波
人
物
鑑
』
附
録
「
阿
波
近
古
史
談
」
四
一
〜
四
四
頁
。
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
三
九
九
〜
四
〇
一
コ
マ：
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
〔
Ⅰ
・
1
〕
の
展
示
資
料
②
を
参
照
）〔
こ
の
記
事
は
、
新
居
湘
香
の
実
弟
・
岸
四
郎
氏
（
徳
中
教
員
。
後
掲
〔
備
考
〕
参
照
）
を
介
し
て
石
田
氏
の
預
か
っ
た
自
筆
履
歴
書
を
見
な
が
ら
書
い
た
と
さ
れ
る
。『
百
年
史
』（
二
三
頁
）
に
は
、
石
田
愛
子
氏
か
ら
の
提
供
と
し
て
、
そ
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
〕
②
竹
治
貞
夫
『
庚
午
事
変
関
係
新
居
水
竹
遺
稿
要
解
』（
一
九
九
二
油
印
）〔
庚
午
事
変
に
関
わ
る
諸
種
の
資
料
を
集
め
た
大
冊
で
あ
る
が
、
新
居
敦
二
郎
に
つ
い
て
は
次
の
諸
篇
（
原
文
、
書
き
下
し
文
、
注
解
等
）
が
参
考
と
な
ろ
う
〕
ａ
橋
本
晩
翠
「「
水
竹
居
詩
鈔
」
序
」（
一
六
九
頁
）
ｂ
新
居
敦
二
郎
「
水
竹
碑
銘
（
草
稿
本
）」（
二
四
九
頁
）
ｃ
新
居
敦
二
郎
「
竹
窓
遺
稿
序
（
大
村
純
按
伝
）」（
二
七
二
頁
）
ｄ
新
居
敦
二
郎
「
詩
稿
（
十
六
篇
）」（
二
八
〇
頁
）
ｅ
新
居
敦
二
郎
「
新
居
水
竹
碑
銘
」（
三
〇
一
頁
）
ｆ
四
十
宮
石
田
「
庚
午
志
士
之
碑
」（
三
二
一
頁
）
ｇ
足
立
愛
蔵
「
新
居
湘
香
碑
銘
」（
三
四
八
頁
）
③
福
島
舞
子
・
太
田
剛
「
大
滝
山
の
碑
」『
書
道
文
化
』
七
号
（
二
〇
一
一
四
国
大
学
）〔
新
居
湘
香
（
撰
・
書
）
の
碑
文
四
篇
の
翻
刻
・
解
説
を
含
む
（
水
竹
新
居
先
生
之
碑
／
第
三
徳
島
丸
沈
没
記
念
碑
／
黙
識
井
上
君
碑
〔
井
上
高
格
を
め
ぐ
る
碑
〕
／
庚
午
志
士
之
碑
）〕
④
太
田
剛
監
修
・
漆
原
晴
香
『
薬
王
寺
所
蔵
書
蹟
の
研
究
―
板
東
無
我
の
書
と
貼
り
交
ぜ
屏
風
の
解
読
を
中
心
に
―
』（
二
〇
一
六
四
国
大
学
）〔
新
居
湘
香
の
詩
（
徳
島
県
・
日
和
佐
薬
王
寺
の
改
築
を
言
祝
ぐ
も
の
）
一
篇
の
翻
刻
・
解
説
を
含
む
〕
⑤
佐
光
昭
二
『
阿
波
洋
学
史
の
研
究
』（
二
〇
〇
七
徳
島
県
教
育
印
刷
）
⑥
藤
井
喬
『
阿
波
人
物
志
』（
一
九
七
三
原
田
印
刷
出
版
）
○
通
諭
書
事
件
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
氏
の
一
連
の
論
考
が
あ
る
（
⑦
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
が
丹
念
に
た
ど
ら
れ
て
い
る
）。
⑦
手
塚
豊
（
一
九
八
二
）「
阿
波
自
助
社
「
通
諭
書
」
事
件
裁
判
関
係
史
料
（
資
料
）」
『
法
學
研
究：
法
律
・
政
治
・
社
会
』
五
五
巻
八
号
〔
慶
應
義
塾
大
学
。
同
大
学
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
⑧
手
塚
豊
（
一
九
八
三
）「
阿
波
自
助
社
『
通
諭
書
』
事
件
と
、
そ
の
判
決
」
同
氏
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
Ⅱ
』（
北
樹
出
版
）
⑨
手
塚
豊
（
一
九
八
三
）「
明
治
八
年
・
阿
波
「
自
助
社
」
社
則
」『
法
學
研
究：
法
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
一
律
・
政
治
・
社
会
』
五
六
巻
八
号
〔
慶
應
義
塾
大
学
。
同
大
学
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
○
次
の
〔
備
考
〕
で
触
れ
る
徳
島
慶
應
義
塾
に
つ
い
て
は
、
文
献
⑤
（
四
二
七
〜
四
四
八
頁
）
の
ほ
か
、
次
の
論
考
が
参
考
と
な
る
。
⑩
新
垣
宏
一
（
一
九
七
五
）「
徳
島
慶
應
義
塾
に
つ
い
て
」『
三
田
評
論
』（
七
四
七
号
、
同
年
四
月
号
）
⑪
西
沢
直
子
（
二
〇
〇
七
）「
慶
應
義
塾
の
分
校
」『
三
田
評
論
』（
一
〇
九
八
号
、
同
年
二
月
号
）
〔
備
考
〕
新
居
湘
香
が
校
長
心
得
と
な
っ
た
明
治
十
三
年
当
時
、
徳
島
中
学
校
の
教
員
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（『
百
年
史
』
二
三
〜
四
頁
）。
明
治
十
三
年
入
学
の
猪
口
繁
太
郎
氏
の
回
想
記
事
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
猪
口
氏
は
岡
本
斯
文
の
門
人
で
あ
り
（〔
Ⅱ
・
1
〕
の
展
示
資
料
③
参
照
）、
藤
沢
南
岳
撰
「
岡
本
午
橋
碑
銘
」（〔
Ⅱ
・
1
〕
の
参
考
文
献
②
と
し
て
掲
げ
た
）
の
「
書
」
を
担
当
し
た
人
で
も
あ
っ
た
。
校
長：
欠
員
監
事：
伊
坂
淑
人
新
居
敦
二
郎
市
川
喜
馬
太
理
化：
渡
辺
真
一
郎
高
畠
槙
三
郎
数
学：
阿
部
有
清
岸
升
一
郎
武
田
丑
太
郎
岩
佐
直
英
語：
高
畠
保
三
郎
岸
四
郎
（
新
居
敦
二
郎
実
弟
）
漢
文：
前
川
謙
和
田
直
太
地
歴：
原
玄
吉
吉
田
章
五
郎
図
画：
佐
香
美
古
こ
の
う
ち
、
監
事
の
伊
坂
淑
人
（
一
八
四
七
〜
一
八
八
一
）
は
、
明
治
九
年
創
刊
の
地
元
紙
『
普
通
新
聞
』
の
主
筆
で
あ
り
（
石
田
園
坡
『
阿
波
近
古
史
談
』
戦
後
版
、
十
六
頁
。
次
節
の
展
示
資
料
①
参
照
）、
柳
処
の
号
を
持
つ
詩
人
で
も
あ
っ
た
。『
嚶
鳴
詩
文
』（〔
Ⅰ
・
2
〕
参
照
）
第
十
集
（
明
治
十
二
年
）
は
、
こ
の
人
が
編
輯
人
で
あ
り
、
第
十
一
集
（
明
治
十
三
年
）
に
は
序
文
も
書
い
て
い
る
。
作
品
も
各
集
に
見
え
る
（
第
十
集：
「
詠
梅
賀
周
道
武
知
先
生
七
十
」「
春
日
寄
聴
秋
先
生
在
東
京
」。
第
十
一
集：
「
春
柳
」「
次
大
江
敬
香
見
寄
韻
却
寄
」。第
十
二
集：
「
万
梅
花
亭
記
」）。
他
方
、
市
川
喜
馬
太
（
墨
畝
。
一
八
三
六
〜
一
八
八
三
）
は
、
長
久
館
助
教
授
の
の
ち
各
種
の
学
校
で
教
え
、
私
塾
三
余
学
校
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
（
文
献
⑥
）。
理
化
の
渡
辺
真
一
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
一
四
）
に
つ
い
て
は
、
右
の
文
献
⑤
（
四
四
五
頁
）
に
略
伝
が
見
え
る
。
彼
は
、
明
治
八
〜
九
年
ご
ろ
徳
島
に
あ
っ
た
徳
島
慶
應
義
塾
（
校
長
は
『
経
国
美
談
』
の
矢
野
文
雄
〔
龍
渓
〕
や
城
泉
太
郎
）
に
学
ん
だ
人
で
あ
る
。
ま
た
、
理
化
の
高
畠
槙
三
郎
（
一
八
五
二
〜
一
九
〇
四
）
や
英
語
の
高
畠
保
三
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
六
）
は
、
か
つ
て
武
田
丑
太
郎
に
英
語
を
教
え
た
人
た
ち
で
あ
る
（『
伝
』
二
二
頁
）。
保
三
郎
は
幕
末
の
洋
学
者
・
高
畠
高
斎
の
三
男
で
あ
り
（
文
献
⑤
、
四
一
七
頁
に
略
伝
が
見
え
る
。『
祝
寿
編
』
に
も
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
三
二
頁
）、
槇
三
郎
（
旧
姓
有
持
）
は
高
畠
季
一
（
高
斎
二
男
）
の
養
子
と
な
っ
て
本
家
を
嗣
い
だ
（
文
献
⑤
、
一
三
四
頁
に
系
図
が
見
え
、
四
〇
四
頁
に
略
伝
を
記
す
）。
高
斎
は
、
か
つ
て
阿
部
有
清
に
蘭
学
を
授
け
た
人
で
も
あ
る
（
阿
部
先
生
碑
記
）。
数
学
の
岩
佐
直
・
岸
升
一
郎
に
つ
い
て
は
〔
Ⅰ
・
1
〕
参
照
。
英
語
の
岸
四
郎
（
新
居
湘
香
実
弟
。
一
八
六
〇
〜
一
九
二
四
）、
漢
文
の
前
川
謙
（
澹
斎
。
前
川
秋
香
子
息
。
一
八
四
七
〜
一
八
八
六
。
岡
本
斯
文
の
墓
表
が
あ
る
。
前
節
の
文
献
②
）、
地
歴
の
原
玄
吉
（
瓶
城
。
一
八
三
五
〜
一
八
九
六
。
彼
も
『
祝
寿
編
』
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
廿
二
頁
。『
嚶
鳴
詩
文
』
第
十
〜
十
二
の
各
集
に
も
作
品
が
見
え
る
）
や
吉
田
章
五
郎
（
東
洲
。
一
八
五
六
〜
一
九
一
六
）、
図
画
の
佐
香
美
古
（
一
八
三
九
〜
一
九
一
〇
）
に
つ
い
て
も
、
文
献
⑥
に
項
目
が
見
え
る
（
漢
文
の
和
田
直
太
に
つ
い
て
は
未
詳
）。
〔
Ⅱ
・
3
〕
石
田
園
坡
（
真
二
）（
一
八
六
三
〜
一
九
二
七
）
〔
Ⅰ
・
1
〕
の
「
阿
部
有
清
先
生
伝
」
を
書
い
た
石
田
園
坡
（
本
名
「
真
二
」）
は
、
徳
島
中
学
校
最
初
期
の
卒
業
生
で
あ
り
、
明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
県
の
政
界
や
新
聞
界
で
活
躍
し
た
。「
徳
島
日
日
新
報
」
に
連
載
さ
れ
た
「
阿
波
近
古
史
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
二
談
」
は
、
徳
島
に
つ
い
て
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
①
石
田
園
坡
『
阿
波
近
古
史
談
』（
一
九
七
三
徳
島
県
出
版
文
化
協
会
）
死
後
五
十
年
近
く
経
っ
て
か
ら
の
出
版
で
あ
る
。
先
の『
阿
波
人
物
鑑
』（〔
Ⅰ
・
1
〕
参
照
）
所
収
の
も
の
と
は
重
複
し
な
い
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
。「
旧
藩
家
老
の
邸
宅
を
其
儘
使
用
し
た
徳
島
県
庁
舎
」
と
題
す
る
文
章
（『
徳
島
日
日
新
報
』
大
正
十
一
年
八
月
掲
載
）
に
は
、
旧
制
徳
島
中
学
校
の
県
庁
舎
門
長
屋
時
代
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
（〔
Ⅰ
・
1
〕
の
参
考
文
献
⑧
参
照
）。
②
石
田
真
二
『
阿
波
中
古
の
豪
族
飯
尾
氏
の
事
跡
』（
大
正
五
年：
一
九
一
六
）
巻
首
に
自
序
が
あ
り
、
末
尾
に
小
杉
榲
邨
の
軸
書
を
引
き
、
田
所
眉
東
の
跋
文
を
添
え
る
。
飯
尾
氏
の
始
ま
り
が
承
久
の
乱
後
に
地
頭
職
に
就
い
た
三
善
康
信
で
あ
る
こ
と
、
鎌
倉
時
代
に
飯
尾
彦
六
左
衛
門
が
名
を
挙
げ
た
こ
と
、
室
町
時
代
に
は
飯
尾
常
房
が
文
化
人
と
し
て
も
優
れ
て
い
た
こ
と
、
長
宗
我
部
氏
と
の
戦
い
で
三
好
氏
が
破
れ
、
飯
尾
家
も
滅
ん
だ
こ
と
、
蜂
須
賀
氏
の
世
に
な
っ
て
旧
勢
力
の
掃
蕩
が
な
さ
れ
、
飯
尾
氏
も
石
原
姓
を
名
乗
っ
て
生
き
延
び
た
こ
と
、
石
原
家
は
藍
業
で
栄
え
た
こ
と
、
等
々
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
家
の
消
長
盛
衰
を
通
し
て
阿
波
国
の
歴
史
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
価
値
あ
る
書
物
だ
と
言
え
よ
う
。
③
石
田
愛
子
『
生
命
の
絆
』（
一
九
七
八
）
表
紙
に
「
園
坡
石
田
真
二
大
人
五
十
年
祭
／
石
田
愛
子
古
稀
記
念
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
令
嬢
の
石
田
愛
子
氏
は
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
右
の
書
物
の
「
前
篇
」
に
は
石
田
園
坡
を
め
ぐ
る
様
々
な
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
併
せ
て
展
示
に
供
し
た
。
〔
略
年
譜
〕（
右
の
①
『
阿
波
近
古
史
談
』
奥
付
け
に
よ
る
）
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
名
東
郡
下
八
万
村
（
現
在
・
徳
島
市
八
万
町
）
の
椎
野
家
に
生
ま
れ
る
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
徳
島
中
学
校
卒
業
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
同
村
の
石
田
家
の
養
子
と
な
る
。
普
通
新
聞
社
の
客
員
に
招
か
れ
る
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
徳
島
県
茶
業
取
締
所
幹
事
。
の
ち
頭
取
理
事
長
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
徳
島
新
報
社
を
創
立
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
徳
島
県
会
議
員
に
当
選
（
明
治
三
一
年
ま
で
在
職
）。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
徳
島
県
第
一
区
選
出
衆
議
院
議
員
に
当
選
（
三
月
に
当
選
。
六
月
に
解
散
。
自
由
党
）。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
再
び
徳
島
県
会
議
院
に
当
選
（
明
治
四
一
年
ま
で
在
職
）。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
徳
島
日
日
新
報
社
に
入
社
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
逝
去
。
〔
参
考
文
献
〕
右
記
の
展
示
資
料
③
『
生
命
の
絆
』
が
参
考
と
な
ろ
う
。
〔
Ⅱ
・
4
〕
若
林
虎
吾
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
〇
）
若
林
虎
吾
は
、
若
林
病
院
を
開
い
た
人
と
し
て
、
徳
島
の
医
学
史
上
、
著
明
な
人
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
彼
は
ま
た
、
徳
島
中
学
校
の
校
医
を
も
勤
め
た
。
今
『
明
治
徳
島
県
官
員
録
職
員
録
』
に
よ
っ
て
徳
島
中
学
校
の
「
学
校
医
」
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
見
ら
れ
る
と
お
り
、
学
校
医
の
記
載
が
始
ま
る
の
は
明
治
三
十
四
年
か
ら
で
あ
る
）。
〔
明
治
〕
（
頁
）
〔
明
治
〕
（
頁
）
三
四
年：
古
川
市
次
郎
（
三
八
七
）
四
〇
年：
若
林
虎
吾
（
四
七
五
）
三
五
年：
若
林
虎
吾
（
四
〇
〇
）
四
一
年：
若
林
虎
吾
（
四
九
二
）
三
六
年：
若
林
虎
吾
（
四
一
四
）
四
二
年：
若
林
虎
吾
（
五
〇
九
）
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
三
三
七
年：
若
林
虎
吾
（
四
二
八
）
四
三
年：
石
川
記
治
郎
（
五
二
八
）
三
八
年：
若
林
虎
吾
（
四
四
三
）
四
四
年：
石
川
記
治
郎
（
五
四
九
）
三
九
年：
若
林
虎
吾
（
四
五
九
）
四
五
年：
若
林
虎
吾
（
五
七
〇
）
冒
頭
の
古
川
市
次
郎
（
一
八
六
三
〜
一
九
二
九
）
は
古
川
病
院
（
明
治
二
十
八
年
創
設
）
を
開
い
た
人
で
あ
る
（
明
治
二
十
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
明
治
三
十
五
年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
る
。
後
掲
③
、
一
一
〇
頁
参
照
）。
若
林
は
ま
た
、
武
田
丑
太
郎
か
ら
相
談
を
受
け
て
、
貧
し
い
生
徒
の
た
め
に
奨
学
金
を
提
供
し
た
人
で
も
あ
っ
た
（『
伝
』
二
五
頁
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
阿
部
有
清
歿
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
百
年
展
」
へ
の
補
遺
と
し
て
、こ
の
項
目
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。展
示
資
料
と
し
て
は
次
の
書
物
を
掲
げ
る
。
①
若
林
虎
吾
『
父
の
お
も
か
げ
』（
一
九
三
九
）
県
の
官
吏
や
阿
波
藍
取
締
会
所
の
頭
取
と
し
て
活
躍
し
た
、養
父
・
若
林
寿
一
郎（
一
八
三
九
〜
一
八
九
〇
）
の
五
十
回
忌
を
記
念
し
て
、
彼
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
資
料
や
回
想
談
等
を
集
め
て
い
る
。
虎
吾
死
去
の
前
年
で
あ
っ
た
。
巻
頭
に
は
、
青
山
と
号
し
て
次
の
一
首
を
載
せ
る
（「
謹
奠
父
五
十
年
祭
」）。
も
と
よ
り
彼
は
西
洋
流
の
近
代
医
学
を
修
め
た
人
で
あ
る
が
、
一
面
で
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
教
養
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
明
治
と
い
う
時
代
の
不
思
議
な
雰
囲
気
を
見
る
思
い
が
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
五
十
年
前
去
不
回
双
々
暗
涙
有
余
哀
洪
恩
愧
我
無
由
報
遺
徳
如
泉
滾
々
来
ま
た
、
巻
末
に
は
祖
母
・
若
竹
の
百
歳
の
折
り
に
諸
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
賀
歌
三
十
九
首
と
、
俳
句
六
句
、
漢
詩
一
首
と
を
収
め
る
（
百
一
歳
・
百
二
歳
・
百
五
歳
な
ど
の
時
の
も
の
も
混
じ
る
と
さ
れ
る
）。
冒
頭
の
二
首
を
次
に
掲
げ
る
。
千
代
八
千
代
よ
は
ひ
を
延
ぶ
る
若
竹
の
み
ど
り
の
色
は
か
は
ら
ざ
り
け
り（
之
経
）
ひ
と
節
に
百
と
せ
こ
め
て
つ
く
杖
の
竹
は
千
代
経
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る（
之
経
）
第
二
首
は
、
一
読
直
ち
に
「
千
歳
の
坂
も
越
え
ぬ
べ
ら
な
り
」（
古
今
・
賀
）
を
想
起
せ
し
め
る
。
こ
れ
ら
は
、
徳
島
に
お
け
る
文
芸
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
参
考
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
展
示
に
は
次
の
参
考
資
料
も
併
せ
掲
げ
た
。
②
岩
村
武
勇
・
岩
村
富
夫
『
明
治
徳
島
県
官
員
録
職
員
録
』（
一
九
六
九
徳
島
県
教
育
会
）
③
福
島
義
一
『
阿
波
の
医
学
史
』（
一
九
七
〇
徳
島
県
教
育
会
出
版
部
）〔
書
名
は
奥
付
に
よ
る
（
目
次
も
同
じ
）。
表
紙
で
は
「
阿
波
医
学
史
」
と
な
っ
て
お
り
、「
徳
島
郷
土
双
書
二
二
」
と
シ
リ
ー
ズ
名
も
記
さ
れ
て
い
る
〕
〔
略
年
譜
〕（
右
の
③
と
、『
阿
波
人
物
鑑
』（〔
Ⅰ
・
1
〕
の
展
示
資
料
③
）
所
載
の
記
事
と
に
拠
る
）
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
四
月
、
富
田
浦
に
生
ま
れ
る
。
士
族
梅
津
丹
二
の
二
男
。
後
、
若
林
寿
一
郎
の
養
子
と
な
る
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
帰
郷
し
て
若
林
病
院
を
開
く
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
私
費
で
二
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
医
学
博
士
。
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
、
歿
。
〔
参
考
文
献
〕
右
記
の
③
（
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
）
や
、
前
掲
『
阿
波
人
物
鑑
』
の
記
事
（
二
八
頁
。
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
第
五
〇
コ
マ
）
が
参
考
と
な
ろ
う
。
両
者
と
も
虎
吾
の
顔
写
真
を
載
せ
る
（
前
者
の
は
若
く
、
後
者
の
は
よ
り
後
年
の
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
）。
養
父
・
若
林
寿
一
郎
に
つ
い
て
は
、『
阿
波
人
物
鑑
』
附
録
の
「
阿
波
近
古
史
談
」（
石
田
園
坡
筆
）
に
記
事
が
見
え
る
（
附
録：
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
四
九
五
〜
九
八
頁
。
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
四
二
六
〜
四
二
八
コ
マ
）。
〔
Ⅲ
〕
小
出
兼
政
と
そ
の
学
統
若
き
日
の
阿
部
有
清
は
、
小
出
兼
政
に
入
門
し
て
数
学
を
学
ん
だ
。
風
雨
寒
暑
を
厭
わ
ず
十
五
年
間
通
い
詰
め
た
と
言
わ
れ
る
（
阿
部
先
生
碑
記
）。
小
出
光
教
は
そ
の
養
子
で
あ
り
、
兼
政
の
学
問
を
受
け
継
い
だ
。
さ
ら
に
小
出
寿
之
太
も
家
学
を
継
い
で
、
三
高
そ
の
他
の
学
校
で
数
学
を
教
え
た
（
林
鶴
一
も
彼
に
教
わ
っ
て
い
る
）。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
人
々
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
展
示
す
る
。
〔
Ⅲ
・
1
〕
小
出
兼
政
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
五
）
小
出
兼
政
（
修
喜
・
長
十
郎
）
の
著
書
と
し
て
、
林
鶴
一
氏
は
次
の
五
つ
を
紹
介
し
て
い
る
（
後
掲
参
考
文
献
①
、
十
三
〜
十
四
頁
）。
1：
『
浪
花
天
満
宮
算
題
奉
額
評
林
』（
天
保
七
年＝
一
八
三
六
）
2：
『
天
保
丁
酉
暦
』（
天
保
八
年＝
一
八
三
七
）
3：
『
円
理
算
経
』（
天
保
一
三
年＝
一
八
四
二
）
4：
『
算
法
対
数
表
』（
弘
化
元
年＝
一
八
四
四
）
5：
『
砲
術
玉
道
真
法
』（
弘
化
三
年＝
一
八
三
六
）
生
前
出
版
さ
れ
た
の
は
4
の
『
算
法
対
数
表
』
だ
け
で
あ
り
、
主
著
と
も
言
う
べ
き
『
円
理
算
経
』（
和
田
寧
の
円
理
学
を
ま
と
め
た
も
の
）
は
上
梓
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
本
学
の
所
蔵
す
る
次
の
書
物
を
展
示
す
る
。
①
小
出
兼
政
『
算
法
利
息
之
和
術
』（
小
出
兼
政
修
喜
編
福
田
復
徳
本
校
訂
）
利
息
計
算
の
た
め
の
実
用
的
な
計
算
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
本
体
は
上
・
中
・
下
三
段
の
数
値
表
で
あ
り
、
そ
の
前
に
六
つ
の
例
題
を
設
け
て
、
表
の
使
い
方
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
上
段
は
複
利
計
算
の
便
覧
で
あ
り
、
一
月
三
朱
（
〇
・
三
％
）
の
場
合
に
始
ま
っ
て
一
分
五
厘
（
一
・
五
％
）
の
場
合
ま
で
、
十
七
の
表
が
並
ん
で
い
る
。
各
表
は
二
頁
に
収
ま
る
よ
う
に
で
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
三
回
目
ま
で
の
利
息
（
複
利
計
算
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
「
朱
」
は
、「
厘
」
と
同
じ
く
「
一
分
の
十
分
の
一
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
六
ヶ
月
で
一
季
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
月
三
朱
の
利
率
の
場
合
、
一
季
目
（
初
率
）
は
、
そ
の
六
倍
の
〇
・
〇
一
八
（
一
・
八
％
）
の
利
息
が
か
か
る
た
め
、
元
利
併
せ
て
一
・
〇
一
八
と
な
る
が
、
表
で
は
利
息
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
て
「
〇
一
八
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
期
目
（
二
率
）
の
元
利
合
計
は
更
に
そ
の
一
・
〇
一
八
倍
な
の
で
、
一
・
〇
三
六
三
二
四
と
な
る
が
、
表
で
は
利
息
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
て
「
〇
三
六
三
二
四
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
三
率
「
〇
五
四
九
七
七
八
」、
四
率
「
〇
七
三
九
六
七
四
」
と
続
き
、
三
三
率
の
「
八
〇
一
六
七
五
九
」（
小
数
点
第
八
桁
が
四
捨
五
入
さ
れ
て
い
る
）
に
ま
で
至
る
（
中
段
・
下
段
に
つ
い
て
は
未
考
）。
彼
の
学
問
の
実
用
的
な
側
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
②
小
出
植
男
『
小
出
長
十
郎
先
生
伝
』（
大
正
六
年＝
一
九
一
七
）〔
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
〕
大
正
四
年
の
即
位
大
典
の
際
、
小
出
兼
政
（
長
十
郎
）
が
贈
位
さ
れ
た
の
を
機
に
、
孫
に
当
た
る
小
出
寿
之
太
（
次
々
節
参
照
）
の
発
案
と
資
料
提
供
と
に
よ
っ
て
、
小
出
植
男
（
徳
島
中
学
校
教
諭
）
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
学
士
院
長
で
あ
っ
た
菊
地
大
麓
や
、
同
じ
く
学
士
院
で
和
算
史
調
査
部
に
い
た
三
上
義
夫
な
ど
が
、
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
緒
論
第
一
章：
生
涯
第
二
章：
著
述
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
五
第
三
章：
数
学
に
関
す
る
意
見
第
四
章：
数
学
以
外
の
研
究
第
五
章：
門
人
結
論
附
録：
書
簡
附
録
に
見
え
る「
安
政
三
年
門
人
徳
島
阿
部
雄
助
の
書
状
」（
一
五
〜
一
八
頁
）は
、『
伝
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
（〔
Ⅰ
・
1
〕
参
照
）。
〔
略
年
譜
〕（『
小
出
長
十
郎
先
生
伝
』
に
よ
る
）
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
富
田
に
生
れ
る
。
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
阿
部
旗
十
郎
に
入
門
。
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
恒
川
徳
高
、
江
戸
藩
邸
よ
り
徳
島
に
来
る
。
小
出
、
こ
れ
に
入
門
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
恒
川
よ
り
宮
城
流
印
可
皆
伝
を
得
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
江
戸
に
赴
き
、
関
流
・
日
下
貞
八
郎
に
入
門
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）日
下
誠
の
高
弟
・
和
田
寧
に
入
門
。就
い
て
円
理
を
極
め
、
日
下
よ
り
関
流
宗
統
の
伝
を
受
け
る
。
ま
た
、
会
田
善
左
衛
門
よ
り
最
上
流
の
伝
書
百
巻
の
伝
授
を
受
け
る
。
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
和
田
円
理
学
の
皆
伝
を
得
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
五
）
土
御
門
家
に
入
門
。
天
保
六
年
（
一
八
三
六
）
渋
川
助
左
右
衞
門
に
入
門
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
五
）『
算
法
対
数
表
』
成
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
七
）『
炮
術
玉
道
真
法
』
成
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
北
野
由
岐
左
衛
門
（
由
岐
太
・
光
教
）
を
養
子
に
す
る
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
長
崎
に
赴
き
『
ラ
ラ
ン
デ
天
学
書
』
を
購
入
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
ラ
ラ
ン
デ
の
翻
訳
完
了
（
ラ
ラ
ン
デ
訳
歴
前
文
）。
富
田
に
邸
を
賜
る
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
病
を
得
て
歿
す
。
享
年
六
十
九
歳
。
〔
参
考
文
献
〕
前
掲
の
展
示
資
料
②
や
、
後
掲
の
林
鶴
一
氏
の
①
な
ど
が
基
本
文
献
で
あ
る
が
、
近
年
の
研
究
と
し
て
、『
徳
島
科
学
史
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
石
原
侑
氏
お
よ
び
田
中
昭
太
郎
氏
の
一
連
の
論
考
も
、
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
べ
て
こ
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
の
で
、論
文
名
の
ほ
か
は
、刊
年
と
号
数
と
だ
け
を
示
す
。
執
筆
当
時
、
石
原
氏
は
徳
島
市
立
城
西
中
学
校
教
諭
、
田
中
氏
は
徳
島
文
理
大
学
教
授
で
あ
っ
た
。
石
原
氏
の
基
礎
資
料
を
め
ぐ
る
手
堅
い
研
究
と
、
田
中
氏
の
理
論
的
内
容
を
中
心
と
す
る
犀
利
な
論
考
と
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
小
出
長
十
郎
研
究
へ
と
導
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
①
林
鶴
一
「
徳
島
藩
ノ
数
学
ニ
就
テ
」〔
林
鶴
一
（
編
）『
阿
部
有
清
先
生
伝
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
』（
一
九
三
二
非
売
品
仙
台
）所
収
。後
、『
集
録
・
下
』に〔
2
5
〕
と
し
て
収
め
る
〕
〔
石
原
侑
氏
の
も
の
〕
Ｉ
①
（
一
九
八
五
）「（
資
料
）「
ラ
ラ
ン
デ
訳
暦
前
文
」
に
つ
い
て
」
四
号
Ｉ
②
（
一
九
八
五
）「（
談
話
室
）
資
料
探
訪
記
―
1
9
8
5
年
―
」
四
号
Ｉ
③
（
一
九
八
五
）「（
談
話
室
）
姓
名
の
こ
と
」
四
号
Ｉ
④
（
一
九
八
六
）「（
資
料
）
小
出
長
十
郎
「
炮
術
玉
道
真
法
」
に
つ
い
て
」
五
号
Ｉ
⑤
（
一
九
八
七
）「（
資
料
）
小
出
長
十
郎
「
円
理
算
経
自
序
」
お
よ
び
遠
藤
利
貞
「
円
理
算
経
引
」
に
つ
い
て
」
六
号
Ｉ
⑥
（
一
九
八
八
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
近
世
阿
波
科
学
誌
概
観
」
七
号
Ｉ
⑦
（
一
九
八
八
）「（
談
話
室
）
資
料
探
訪
記
―
1
9
8
8
年
―
」
七
号
Ｉ
⑧
（
一
九
八
九
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
近
世
阿
波
科
学
誌
概
観
（
つ
づ
き
）」
八
号
Ｉ
⑨
（
一
九
八
九
）「（
談
話
室
）
ふ
た
た
び
、
姓
名
の
こ
と
」
八
号
Ｉ
⑩
（
一
九
九
三
）「（
談
話
室
）
小
出
長
十
郎
の
弾
道
研
究
と
『
算
法
対
数
表
』
に
つ
い
て
」
一
二
号
Ｉ
⑪
（
一
九
九
五
）「（
資
料
）
小
出
長
十
郎
・
由
岐
太
の
伝
記
資
料
（
日
本
学
士
院
所
蔵
）
に
つ
い
て
」
一
四
号
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
六
Ｉ
⑫
（
一
九
九
六
）「（
談
話
室
）『
算
法
対
数
表
』
再
考
―
小
出
長
十
郎
の
『
算
法
対
数
表
』
が
活
字
印
刷
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
―
」
一
五
号
Ｉ
⑬
（
一
九
九
九
）「（
資
料
）
小
出
長
十
郎
『
算
法
雑
（
話
）』（
日
本
学
士
院
蔵
№
5
9
0
4
）
に
つ
い
て
）」
一
八
号
Ｉ
⑭
（
一
九
九
九
）「（
資
料
）
小
出
長
十
郎
『
古
今
算
学
階
梯
』
に
つ
い
て
」
一
八
号
Ｉ
⑮
（
二
〇
〇
〇
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
・
小
出
由
岐
太
著
作
仮
目
録
」
一
九
号
Ｉ
⑯
（
二
〇
〇
一
）「（
資
料
）『
円
理
算
経
評
論
』（
日
本
学
士
院
蔵
№
6
6
）
に
つ
い
て
」
二
〇
号
〔
田
中
昭
太
郎
氏
の
も
の
〕
Ｔ
①
（
一
九
九
五
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
研
究
の
視
点
と
方
法
―
」
一
四
号
Ｔ
②
（
一
九
九
六
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
修
学
観
―
」
一
五
号
Ｔ
③
（
一
九
九
七
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
教
学
観
―
」
一
六
号
Ｔ
④（
一
九
九
八
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）小
出
長
十
郎
の
研
究
―
行
政
・
教
育
観（
1
）
―
」
一
七
号
Ｔ
⑤（
一
九
九
九
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）小
出
長
十
郎
の
研
究
―
行
政
・
教
育
観（
2
）
―
」
一
八
号
Ｔ
⑥
（
二
〇
〇
〇
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
数
学
・
数
学
教
育
―
」
一
九
号
Ｔ
⑦
（
二
〇
〇
一
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
和
田
寧
『
円
理
』
か
ら
小
出
長
十
郎
『
円
理
算
経
』
へ
の
継
承
―
『
円
理
算
経
統
元
之
巻
』
―
」
二
〇
号
Ｔ
⑧
（
二
〇
〇
二
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
『
円
理
算
経
』
は
和
田
寧
『
円
理
唇
口
』
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
る
か
―
」
二
一
号
Ｔ
⑨
（
二
〇
〇
四
）「（
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
和
田
寧
『
円
理
順
逆
小
成
』
か
ら
小
出
長
十
郎
『
円
理
算
経
』
へ
―
」
二
三
号
Ｔ
⑩
（
二
〇
〇
五
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
応
の
概
念
の
進
展
和
田
寧
と
小
出
長
十
郎
―
」
二
四
Ｔ
⑪
（
二
〇
〇
六
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
和
田
寧
『
垜
表
全
書
』
か
ら
小
出
長
十
郎
〈
畳
率
四
成
表
へ
〉
―
」
二
五
号
Ｔ
⑫
（
二
〇
〇
七
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
球
面
直
象
問
題
の
継
承
・
和
田
寧
『
求
積
』
か
ら
『
円
理
算
経
』
へ
―
」
二
六
号
Ｔ
⑬
（
二
〇
〇
九
）「（
郷
土
研
究
ノ
ー
ト
）
小
出
長
十
郎
の
研
究
―
和
田
寧
『
六
均
算
法
』
か
ら
円
理
算
経
巻
之
上
・
術
例
へ
―
」
二
八
号
〔
備
考
〕
小
出
兼
政
の
お
墓
は
、
徳
島
市
寺
町
の
善
学
寺
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
が
先
日
（
二
〇
一
七
年
八
月
十
日
）
訪
れ
た
と
き
に
は
も
は
や
無
か
っ
た
。
お
寺
の
女
性
の
方
の
お
話
し
に
よ
っ
て
、
①
お
墓
は
兵
庫
県
に
住
む
御
子
孫
の
方
に
よ
っ
て
二
年
ほ
ど
前
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
、
②
理
由
は
管
理
が
困
難
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
、
③
お
骨
を
合
葬
し
た
の
で
兵
庫
県
へ
行
っ
て
も
墓
石
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
〔
Ⅲ
・
2
〕
小
出
光
教
（
一
八
二
〇
〜
一
八
七
六
）
小
出
光
教
（
由
岐
太
）
は
、
兼
政
（
修
喜
）
の
養
子
と
な
っ
て
後
を
嗣
い
だ
人
で
あ
る
。
林
鶴
一
氏
は
、
主
な
著
作
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
る
。
1：
『
弘
化
元
暦
』（
弘
化
元
年：
一
八
四
四
）
2：
『
蠟
蘭
垤
略
暦
』（
嘉
永
五
年：
一
八
五
二
）
3：
『
算
法
円
理
四
霊
表
』
こ
こ
で
は
、
本
学
の
所
蔵
す
る
資
料
と
し
て
、
右
の
2
に
あ
た
る
も
の
を
展
示
す
る
。
①
『
蘭
垤
略
暦
』（
嘉
永
五
年：
一
八
五
二
）
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
七
林
氏
は
『
蠟
蘭
垤
略
暦
』
と
紹
介
し
て
い
る
が
、
凌
霄
文
庫
本
の
書
名
は
『
蘭
垤
略
暦
』
で
あ
る
。
こ
の
書
名
は
目
次
や
本
文
の
初
め
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
題
簽
に
は
「
天
保
壬
寅
暦
」
と
あ
る
。「
蠟
蘭
垤
」
は
「
ラ
ラ
ン
デ
」
の
音
訳
だ
か
ら
、「
蘭
垤
」
は
「
ラ
ン
デ
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
四
冊
で
、
ど
の
巻
も
、
小
出
修
喜
（
巻
二
は
兼
政
）
閲
、
小
出
光
教
撰
と
す
る
。
巻
一
は
「
気
朔
法
」
と
題
し
て
、「
推
諸
用
数
」
以
下
十
二
項
目
が
並
ぶ
。
同
様
に
し
て
、
巻
二
で
は
「
月
食
法
」
と
題
し
て
「
推
月
食
有
無
」
以
下
十
二
項
目
が
、
巻
三
で
は
「
日
食
法
」
と
題
し
て
「
推
日
食
有
無
」
以
下
二
十
一
項
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
並
ん
で
い
る
。
巻
四
は
「
諸
表
」
で
あ
り
、「
太
陽
均
数
表
」
以
下
十
二
の
表
が
配
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
が
い
か
に
難
渋
を
極
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
小
出
兼
政
「
ラ
ラ
ン
デ
訳
暦
前
文
」（
前
節
の
文
献
Ｉ
①
〔
石
原
侑
氏
〕）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
後
掲
の
文
献
③
で
も
、
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
）。
〔
略
年
譜
〕（〔
Ⅲ
・
1
〕
の
文
献
Ｉ
⑪
〔
石
原
侑
氏
〕
に
よ
る
）
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
一
月
、
数
藤
円
平
の
四
男
と
し
て
生
れ
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
北
野
太
郎
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
小
出
長
十
郎
に
入
門
（
原
文
は
「
1
8
歳
に
し
て
」）。
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
土
御
門
家
に
入
門
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）『
弘
化
元
暦
』（
林
氏
の
記
述
に
依
る
）
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
小
出
長
十
郎
の
養
子
と
な
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）『
蘭
垤
略
暦
』（
林
氏
の
記
述
に
依
る
）
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
養
父
長
十
郎
死
去
に
つ
き
、
家
督
を
相
続
（
原
文
は
「
元
治
二
年
」）。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
洋
算
教
授
と
な
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
高
松
学
校
（
の
ち
讃
岐
師
範
学
校
）
一
等
助
教
と
な
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
高
松
に
て
死
去
。
〔
参
考
文
献
〕
①
林
鶴
一
「
徳
島
藩
ノ
数
学
ニ
就
テ
」〔
林
鶴
一
（
編
）『
阿
部
有
清
先
生
伝
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
』（
一
九
三
二
非
売
品
仙
台
）所
収
。後
、『
集
録
・
下
』に〔
2
5
〕
と
し
て
収
め
る
〕
②
横
塚
啓
之
「
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
の
仏
原
書
の
タ
イ
ト
ル
と
冊
数
」『
天
界
』
九
六
四
号
（
二
〇
〇
五
東
亜
天
文
学
会
）
③
横
塚
啓
之
「
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
と
小
出
兼
政
」『
天
界
』
九
八
〇
号
（
二
〇
〇
七
）
〔
Ⅲ
・
3
〕
小
出
寿
之
太
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
三
）
小
出
寿
之
太
は
小
出
光
教
（
由
岐
太
）
の
次
子
で
あ
り
、
師
範
学
校
や
中
学
校
の
教
員
を
経
て
、
五
高
や
三
高
の
教
授
と
な
り
、
大
阪
府
堺
中
学
校（
現
・
三
国
ヶ
丘
高
校
）
の
校
長
を
勤
め
た
。
小
出
寿
之
太
の
著
作
と
し
て
は
、
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
次
の
二
つ
が
見
え
る
。
ど
ち
ら
も
訳
書
な
い
し
は
訳
述
書
で
あ
る
。
①
『
学
校
用
本
代
数
学
（
巻
之
上
）』（
明
治
十
七
年
京
都
福
井
正
宝
堂
）
②
『
ス
ミ
ス
氏
小
代
数
学
』（
中
久
木
信
順
氏
と
共
訳
明
治
二
五
年
訂
正
三
版
〔
第
一
版
は
明
治
二
四
年
〕
図
書
出
版
会
社
）
前
者
の
「
緒
言
」
に
は
《
英
国
ト
ヾ
ハ
ン
タ
ー
氏
著
ス
所
初
等
代
数
学
ニ
拠
り
傍
ラ
同
氏
高
等
代
数
学
及
ヒ
ウ
ー
ト
氏
代
数
学
等
ノ
諸
書
ヲ
参
考
シ
テ
之
ヲ
増
補
シ
専
ラ
学
校
用
ニ
供
ス
ル
者
ナ
リ
》
と
あ
る
。
ト
ド
ハ
ン
タ
ー
の
諸
書
は
、
明
治
時
代
の
数
学
教
育
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
初
等
代
数
学
」
や
「
高
等
代
数
学
」
は
、
当
時
「
小
代
数
」「
大
代
数
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
（
後
掲
の
参
考
文
献
④
、
五
五
頁
）。
こ
れ
ら
は
本
学
の
所
蔵
で
は
な
い
が
、
彼
の
数
学
教
育
活
動
を
知
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
数
葉
を
展
示
し
た
。
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
八
次
の
本
に
は
、
彼
の
顔
写
真
（
大
阪
府
立
・
三
国
ヶ
丘
高
校
所
蔵
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
併
せ
展
示
し
た
。
同
校
へ
の
著
者
の
訪
問
記
が
、
読
み
物
ふ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
③
三
原
茂
雄
『
徳
島
数
学
散
歩
』（
二
〇
〇
二
）
百
年
展
で
取
り
上
げ
た
林
鶴
一
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
五
。
明
治
二
十
二
年
・
徳
中
卒
）
は
、
小
出
寿
之
太
に
つ
い
て
《
余
ガ
三
高
在
学
ノ
際
ニ
余
ノ
師
タ
リ
》（
後
掲
の
文
献
①
、
一
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
師
承
の
面
か
ら
も
（
小
出
兼
政
―
阿
部
有
清
―
武
田
丑
太
郎
）、
家
系
の
面
か
ら
も
（
兼
政
―
光
教
―
寿
之
太
）、
小
出
兼
政
の
流
れ
を
汲
む
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
大
正
五
年
六
月
に
川
北
朝
鄰
か
ら
関
流
宗
統
第
八
代
を
ゆ
ず
ら
れ
た
と
も
さ
れ
る
（
文
献
②
、
二
九
六
頁
。
文
献
③
の
ウ
ェ
ブ
版
で
三
一
〇
コ
マ
）。
和
算
史
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
の
碩
学
は
、
伝
統
的
算
学
の
教
養
を
一
身
に
体
し
つ
つ
、
巨
大
な
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
と
し
て
黄
昏
の
虚
空
に
翔
び
立
っ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
〔
略
年
譜
〕（
文
献
⑤
、
一
八
八
〜
九
頁
に
よ
る
）
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
月
四
日
生
ま
れ
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
九
日
、
徳
島
藩
か
ら
算
学
教
授
申
し
付
け
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
四
日
、
名
東
県
富
田
小
学
校
教
員
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
二
月
二
一
日
、
高
知
県
か
ら
徳
島
師
範
学
校
勤
務
申
し
付
け
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
年
）
一
〇
月
二
〇
日
、
京
都
府
雇
、
学
務
課
出
仕
兼
中
学
師
範
学
校
八
等
助
教
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
九
月
二
五
日
、
京
都
府
師
範
学
校
三
等
教
諭
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
一
二
月
一
〇
日
、
京
都
府
尋
常
師
範
学
校
教
諭
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
三
一
日
、
第
五
高
等
中
学
校
教
諭
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月
九
日
、
第
三
高
等
中
学
校
教
諭
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
〇
月
一
五
日
、
第
三
高
等
中
学
校
教
授
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
五
月
一
八
日
、
滋
賀
県
尋
常
中
学
校
教
師
嘱
託
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
七
日
、
滋
賀
県
尋
常
中
学
校
教
諭
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
二
月
一
二
日
、
同
校
休
職
、
同
年
四
月
一
四
日
退
職
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
一
月
一
七
日
、
大
阪
府
第
三
尋
常
中
学
校
教
諭
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
二
〇
日
、
大
阪
府
第
三
中
学
校
校
長
。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
二
〇
日
、
大
阪
府
第
二
中
学
校
校
長
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
二
〇
日
、
同
校
校
長
を
退
任
。
退
職
後
、
堺
市
大
浜
町
に
住
む
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
死
去
。
〔
附
記
〕
小
出
由
岐
太
の
子
な
の
だ
か
ら
、「
寿
之
太
」
は
「
ひ
さ
ゆ
き
た
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
文
献
⑤
の
安
藤
氏
は
、
右
の
年
譜
に
つ
い
て
《
小
出
寿
之
太
に
つ
い
て
は
林
鶴
一
先
生
の
『
和
算
研
究
集
録
』
の
中
の
記
述
し
か
な
い
の
で
、
新
し
く
分
か
っ
た
こ
と
を
書
い
て
お
く
》
と
す
る
。
ま
た
《
典
型
的
な
幕
末
の
人
の
履
歴
》
と
も
記
す
。
な
お
安
藤
氏
は
、
小
出
寿
之
太
の
出
版
し
た
教
科
書
（
翻
訳
）
と
し
て
、
次
の
二
冊
を
挙
げ
る
。
ｂ
は
先
の
①
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
ａ
『
来
徳
氏
著
、
平
面
幾
何
学
、
完
』（
明
治
一
六
年
、
京
都
福
井
正
宝
堂
）〔R
.B
.
W
right
“T
he
E
lem
ents
of
Plane
G
eom
etry”
（4
th.ed.1879
）
の
翻
訳
と
さ
れ
る
〕
ｂ
『
学
校
用
本
代
数
学
（
上
編
）』（
明
治
一
七
年
、
京
都
福
井
正
宝
堂
）〔
ト
ド
ハ
ン
タ
ー
の“A
lgebra
for
B
eginners”
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
〕
〔
参
考
文
献
〕
①
林
鶴
一
「
徳
島
藩
ノ
数
学
ニ
就
テ
」〔
林
鶴
一
（
編
）『
阿
部
有
清
先
生
伝
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
』（
一
九
三
二
非
売
品
仙
台
）所
収
。後
、『
集
録
・
下
』に〔
2
5
〕
と
し
て
収
め
る
〕
②
梅
田
健
次
「
林
鶴
一
」『
徳
島
の
百
人
』（
徳
島
市
民
双
書
・
一
徳
島
市
中
央
公
民
館
一
九
六
八
）〔
次
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
ロ
グ
イ
ン
不
要
）〕
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
三
九
③
徳
島
市
電
子
図
書
館：
https
://w
w
w
.d−library.jp/tokushim
a/g
0101/top/
④
高
瀬
正
仁
『
高
木
貞
治
近
代
日
本
数
学
の
父
』（
岩
波
新
書
二
〇
一
〇
）（〔
Ⅰ
・
3
〕
の
展
示
資
料
③
）
⑤
安
藤
洋
美
「
明
治
数
学
史
の
一
断
面
」『
数
理
解
析
研
究
所
講
究
録
』
第
一
一
九
五
巻
（
二
〇
〇
一
年
京
都
大
学
。
同
大
学
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
「
紅
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）
⑥
喜
田
貞
吉
「
小
出
寿
之
太
先
生
」『
学
窓
日
誌
』（
九
月
廿
三
日
の
条
）『
社
会
史
研
究
』
一
〇
巻
四
号
（
大
正
一
二
年
一
二
月
）〔
不
二
出
版
の
復
刻
版
（
一
九
九
七
）
に
よ
る
〕
⑦
神
陵
史
資
料
研
究
会
（
代
表
阪
倉
篤
義
〔
国
語
学
〕）『
資
料
神
陵
史
』（
一
九
九
四
神
陵
史
資
料
研
究
会
）〔
第
十
四
章
「
第
三
高
等
中
学
校
移
転
以
後
」
第
一
節
「
御
臨
幸
」
の
部
分
に
、「
各
教
室
御
巡
覧
順
序
」
の
一
覧
表
が
、
原
資
料
か
ら
の
写
真
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
六
四
〇
頁
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
出
寿
之
太
は
第
九
番
目
で
、「
予
科
第
二
級
丙
組
」
の
「
代
数
」
の
授
業
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
第
十
一
番
目
は
河
合
十
太
郎
で
あ
り
（
高
木
貞
治
や
林
鶴
一
も
彼
に
数
学
を
教
わ
っ
て
い
る
）、
本
科
二
部
一
年
の
「
天
文
」
の
授
業
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
の
、『
稿
本
神
陵
史
』（
昭
和
十
七
年
林
屋
辰
三
郎
邦
文
タ
イ
プ
印
刷
）
に
基
づ
く
本
文
校
訂
と
、
原
資
料
に
基
づ
く
付
注
と
の
担
当
者
は
、
国
語
学
の
川
端
善
明
氏
で
あ
る
。〕
〔
備
考
〕
右
の
文
献
⑥
に
も
小
出
寿
之
太
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、
小
出
寿
之
太
の
葬
儀
の
執
り
行
わ
れ
た
の
が
九
月
廿
三
日（
日
曜
日
）で
あ
っ
た
こ
と
、
場
所
は
堺
市
の
妙
国
寺
で
あ
っ
た
こ
と
、
筆
者
の
喜
田
貞
吉
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
九
。
明
治
二
十
二
年
・
徳
中
卒
「
同
期
関
係
者
」。〔
Ⅰ
・
1
〕
の
参
考
文
献
④
に
よ
る
）
も
三
高
予
科
の
こ
ろ
小
出
寿
之
太
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
、
そ
の
こ
ろ
彼
は
数
学
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
、
明
治
天
皇
の
三
高
行
幸
（
明
治
二
十
三
年
四
月
八
日
。
文
献
⑦
六
三
九
頁
）
に
際
し
て
は
、
宿
題
の
解
説
を
御
前
で
披
露
す
る
の
栄
を
得
た
こ
と
、
の
ち
数
学
を
去
っ
て
史
学
を
専
攻
し
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
も
師
の
人
徳
を
敬
慕
し
続
け
た
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
妙
国
寺
は
鷗
外
『
堺
事
件
』
で
土
佐
藩
士
切
腹
の
舞
台
と
な
っ
た
お
寺
で
あ
る
。
ま
た
大
正
十
二
年
は
関
東
大
震
災
の
年
で
あ
り
、
こ
の
号
も
「
日
本
震
災
史
」
の
特
集
号
と
な
っ
て
い
る
。
む
す
び
以
上
、「
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
」
と
題
し
て
、
彼
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
資
料
を
見
て
き
た
。
は
じ
め
に
も
記
し
た
通
り
、
こ
の
展
示
は
、「
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
」
へ
の
補
い
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
福
沢
の
所
謂
る
「
一
身
二
生
」
の
問
題
に
触
れ
る
も
の
と
も
な
っ
た
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
試
み
が
、
偉
大
な
二
人
の
先
達
に
つ
い
て
の
認
識
を
些
か
な
り
と
も
深
め
、
ひ
い
て
は
、
近
代
日
本
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
大
き
な
問
い
に
改
め
て
目
を
向
け
る
よ
す
が
と
も
な
り
得
る
な
ら
ば
、
企
画
者
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
〔
後
記
〕
こ
の
展
示
は
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日
ま
で
、
本
学
附
属
図
書
館
・
一
階
ロ
ビ
ー
で
催
さ
れ
た
。
諸
般
の
事
情
か
ら
開
催
が
遅
れ
た
が
、
辛
う
じ
て
歿
後
百
二
十
年
の
名
に
背
か
な
い
形
で
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
の
展
示
作
業
に
際
し
て
は
、
同
館
・
山
本
哲
也
氏
の
多
大
な
労
に
与
っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
随
処
に
補
訂
を
施
し
た
。
な
お
本
稿
は
、
前
稿
「
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
に
寄
せ
て
」（
本
稿
冒
頭
参
照
）
と
、
俟
っ
て
対
を
な
す
。
（
田
中
敏
生
四
国
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
）
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
―
一
四
〇
